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235巻頭言

巻 頭 言

　皆様，こんにちは．玄田英典と申します．2004年3月に東京大学で博士号を取得しました．それ

以来，「New face」の執筆依頼がいつ来るかと21年間待っていたら，先に「巻頭言」の依頼が来て

しまいました．せっかくなので，冒頭はNew face風に挨拶しつつ，ここでは少し昔話をさせてくだ

さい．

　私が大学院生だった頃，デジタル化が急速に進みました．たとえば学会では，OHPからノート

パソコンによる発表へと切り替わりました．私も修士課程の時は，ノートパソコンを買ってもらえな

かったのでOHPを使っており，OHPは事前に作成しておく必要がありました．一方，現在は発表直

前までスライドの作成や修正が可能なため，他の人の発表に集中しにくい，といった副作用も感じ

ます．また，当時は，読みたい論文があると，図書館に行ってコピーを取る必要がありましたが，今

は容易にPDFをダウンロードできます．図書館に行くのも，コピーを取るのも手間だったので，本当

に読みたい論文以外は複写せず，せっかく労力をかけて入手したものだから隅々まで読もうという

覚悟も生まれました．便利が過ぎると弊害も出る，そんな実感があります．

　大方のデジタル化が一段落した今，ChatGPTに代表される大規模言語モデル（LLM）が，研究

やその周辺業務を大いに助けてくれるようになりました．私も計算コードのデバッグや簡単なスク

リプトの作成に用いていますし，英語メールも要点を日本語で伝えるだけで整えてくれます．もっと

も，相手方もLLMで返信をしている可能性を考えると，「ジョジョの奇妙な冒険」第３部から出てく

るスタンド同士が本人に代わって戦う世界観を彷彿とさせます．研究の情報収集やアイデア出しで

も大変重宝する一方で，首をかしげる回答が返ってくることも多々あります．20年以上この業界にい

る経験から，私は誤りをすぐに見分けることができるので「良いとこ取り」ができていますが，学生

がLLMに頼りすぎることには懸念があります．

　LLMは進化を続け，今感じている問題は将来には解消されるかもしれません．ただ，この流れ

が行き過ぎると，修士論文の謝辞に，「研究のアイデア出しからテーマ決め，研究計画から結果の吟

味まで，ChatGPT23.0に指導していただき感謝します．また，玄田教授には，ノートパソコンをご

手配いただき感謝します．」と書かれる日が来るかもしれません．今後，指導教員としての存在価値

をどこに見いだすべきか，今度，ChatGPTに相談してみようと思います．

玄田 英典（東京科学大学）

《目次へ



236 日本惑星科学会誌Vol. 34, No. 4, 2025

1.東京科学大学 理学院地球惑星科学系
kebukawa.y.aa@m.titech.ac.jp

（要旨） 本稿では，はやぶさ2探査機によって回収された小惑星リュウグウ試料の初期分析や公募研究に
ついて，顕微赤外分光や走査型透過X線顕微鏡 (STXM) による分析結果を中心に，裏話もまじえつつ
解説する．

1. はじめに

　本稿の執筆を打診された際，軽い気持ちでお引き
受けしたものの，さて何を書こうかと過去の記事を
あさってみたところ，初期分析チームや高次キュレー
ションチームのリーダー陣がすでにしっかりとした記
事を執筆しており，幾分気後れした．一度引き受け
てしまったもの，断るわけにもいくまい(武士ではない
けど二言は無い)，そこで本稿では，リュウグウ試料
の有機物に関する初期分析および公募研究の成果
について，裏話も交えながら軽めに紹介することとし
た．幾分パーソナルな内容となっていることをあらか
じめお断りしておく．気楽に読んでいただければ幸
いである．近年は各学会の和文誌の存続が各所で話
題となる中[1]，こうしたゆるめの記事が学会和文誌
の助けになればと思う．もっとも『遊星人』は毎号ずっ
しりとした冊子が届くと評判なので杞憂であろう．

2. はやぶさ2初期分析 固体有機物 
　 チームの一員として

　はやぶさ2初期分析 固体有機物チームの一員とし
て2021年7月から(実際は6月から初期分析はスター
トしていたが，私が実サンプルの分析を開始したの
は7月からであった) 2022年5月末まで，リュウグウ

サンプルの分析を行った．私が担当したのは顕微赤
外分光分析と放射光を用いた走査型透過X線顕微
鏡(Scanning transmission X-ray microscopy, 
STXM)による有機物分析であった．固体有機物
チームの全体については薮田さん(広島大学)の「火
の鳥「はやぶさ」未来編 その31 〜リュウグウ試料の
固体有機物分析〜」[2]に詳しいので，ここでは少し
個人的な裏話なども含めて紹介したい．ひとまずは，
オーシャンズの一員になれて光栄である．オーシャン
ズシリーズは，オリジナル『オーシャンと十一人の仲
間』（1960年）から最新の『オーシャンズ8』（2017年）
まで全部見た．
　さて，実際のサンプルの分析の前に，まずはリ
ハーサルである．最初にリハーサル(のつもり)で分析
を行ったときは，コロナ渦真っ最中で大学への出入
りが最も制限されていた時期であった．だれもいな
い実験室で一人でじっくり集中してできたので，か
えってよかったと思ったりした．ただ，大学(当時の
所属，横浜国立大学)の実験室のある建物がちょう
ど耐震工事をしている最中で，仮住まいの実験室で
の作業であった．余談ではあるが，耐震工事のため
に一度退所してまた戻るという，ラボの引っ越しが2
回あり，さらにその後私が東京工業大学(現：東京科
学大学)に異動することになったため，また引っ越し
をすることになった．葛飾北斎ばりに数年間の間に
3回もラボの引っ越しをし，最近自宅の引っ越しまで
して，もはや引っ越しのプロである．実験系のラボ

癸生川 陽子1

火の鳥「はやぶさ」未来編その36
〜Ryuguサンプル分析奮闘記〜

《目次へ
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の引っ越しは大型装置からこまごました実験道具ま
でいろいろあって大変で，この時ばかりは理論研究
にしておけばよかったと思ったりした(大学4年生の
研究室配属の時に理論系にするか実験系にするか
迷ったものだ)．
　リュウグウの試料が宇宙研に届いてからは，2021
年４月７日にキュレーション施設のクリーンルーム内
で実サンプルを見るという貴重な機会に参加させて
いただいた．リターンサンプル専用のクリーンルーム
は外からは何度か見せていただく機会があり，日本
分析化学会の「ぶんせき」誌の編集委員をしていた
時には取材で地下の空調設備まで見せていただい
た[3]が，クリーンルームの中に入るのは初めてであ
り，とても良い経験であった．当時息子を妊娠中で
予定日1か月前くらいだったため，XLだったかLだっ
たか，クリーンスーツのお腹がパンパンで，着れな
かったらどうしようと思った．息子は一緒にキュレー
ションのクリーンルームに入ったのである(自覚はな
いと思うが)．サンプルを見た所見としては，まず「黒
いな」，そしてこの感じは有機物ありそうだなと思っ
た．根拠はと言われると何ともいえないのだが，経験
に基づく勘とでもいうともっともらしいか．
　2021年4月23日に息子が産まれて，リュウグウから
とって「リュウ」と名付けた．ちなみにマックス・プラ
ンクと同じ誕生日である．帝王切開だったので医者
に，手術いつにする～？とゆるく聞かれて，当時持っ
ていた元素手帳をめくるとちょうどよい日にプランク
の誕生日とあったのでその日にした．手術は楽だが
その後がしんどい(なにせ切腹しているので)．実際
にリュウグウのサンプル分析を始めたのは7月から
だったので，そのころには体もだいぶ楽になってお
り，ちょうどよかった．最初にリュウグウ試料の分析
をしたのは7月4日に高エネルギー加速器研究機構の
フォトンファクトリーBL19AでのSTXM分析であっ
た．昼過ぎくらいの時間帯にビームラインで待ち合わ
せだったところ，お昼の食堂がその日に限ってめちゃ
くちゃ混んでおり，やっとでてきたねばねば丼を3分
くらいでかき込んだものの，開始時間ぎりぎりになっ
てしまい，皆さん準備万端でおそろいのところばつ
が悪かったものだ．ともあれ，最初にリュウグウの測
定データを見たときは感動であった．その後，横浜
国大での顕微赤外分光分析用に初めて試料を受け

取ったのは7月11日，新横浜駅で固体有機物チーム
リーダーの薮田さんから手渡しであった(図1) .
　夫が1年間育休をとってくれたのは大変助かった．
そのため1年間の初期分析はスムーズに行えた，と言
いたいところであるがそううまくはいかないこともあ
る．リュウグウ試料は新鮮さが売りのひとつなので，
ある程度予想できたことではあるが，身をもって鮮度
を感じたのは周りの環境に非常に敏感でまるで呼吸
をしているようだったことである．わかりやすいとこ
ろでは，空気中の水蒸気．フィロシリケイトを多く含
む炭素質コンドライトは赤外スペクトルの3400 cm-1

付近にブロードな水の吸収帯が見られる．これらは
主に空気中の水分の吸着によるものであり，2900 
cm-1付近の有機物(脂肪族C-H)のピークを見るのに
邪魔になることがあるため，窒素ガス下などで弱く
加熱して除去する場合がある．このような分析を行
うと，リュウグウは吸着水が失われるのが早い．加
熱ステージに窒素ガスを流しただけでも水の吸収帯
の減少がみられる．一方で，比較のためのCIコンド
ライトでは，このようなことはなく，リュウグウでは
十分な60℃の加熱では多少は減るものの，まだ大き
な水の吸収帯がのこっている状態であった．隕石の
方は，地球上で保管されていた期間が長いので水を
しっかり吸着していて取れにくいということであろう
か．そしてやっかいなのは，測定中に脂肪族C-Hの
ピークがじわじわ増える，ということであった．いろ
いろ検証した結果，測定の最中に最も増えやすく，
保管中はさほど増えない．30分以内に手早く測定
すればあまり影響を受けない，ということである(論
文投稿中)．ゼオライトを研究している方にさりげな

図1:	2021年7月11日新横浜駅にて最初のリュウグウ試料を受け取っ
た．
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く聞いてみると，吸着サイト(新鮮な面)があればそ
りゃいろいろ吸着するわな，とのことであった．そん
なものか．顕微赤外分光で透過測定をする際は，ダ
イヤモンド板に粒子を挟んで潰し，薄く平らな試料
を用意するのだが，おそらくそのようにして新たに作
られた吸着サイト(新鮮な面)に装置内に使われてい
る機械オイルなんかに由来する揮発性有機化合物
(Volat i le organic compounds , VOC)が吸着し
たのではないかと考えている(論文投稿中)．以前か
らフィロシリケイトに富む炭素質コンドライトはVOC
を吸着しやすい，ということは分かっていたが[4]，
それは顕微赤外分光用に潰した試料をシリコーン素
材とか粘着テープのようなものと一緒に保管しておく
とよろしくないといったことだ．その手のものは当然
使っていないにもかかわらず，測定中の数時間だけ
でこんなに吸着する，というのはリュウグウの新鮮さ
ゆえであろう．VOC吸着説はチーム内の一部の人か
らは非常に不評だったこともあり，論文化するまでに
時間がかかってしまったがなんとかこの記事を仕上

げる前に投稿することができた．初期分析の論文が
書けていないまま，息子ばかりがVOC吸着並みの
速さでどんどん大きくなる(注: あくまで筆者の体感
であって定量的な比較ではない)ので焦ったものだ．
　一方，固体有機物チーム，通称IOMチームの特
色である，HF/HClを用いた酸処理で鉱物を溶か
して回収した不溶性有 機 物(Insoluble organic 
matter, IOM)の分析については，上記のような
VOC汚染はさほど気にしなくてよいので気が楽で
ある．IOMの作成は大変な作業ではあるが．このよ
うな縁の下の力持ち的な作業をしていただいたリー
ダーの薮田さんに感謝．しかし，こちらもひと悶着あ
り．リュウグウの酸処理残差には，通常の隕石IOM
のような成分に加え，当初は”Sticky”と呼んでいた
(論文出版時には”Outl ier”と呼ぶことになった)，酸
処理時に沈殿せず(薮田さん談)，やや色味の薄い
(通常IOMは黒っぽいがstickyは茶色がかってい
た)微量成分があった．赤外スペクトルを見ると，後
者は3350 cm-1と3180 cm-1にN-Hのピークが出るこ

図2:	リュウグウ試料A0106からの酸処理残差および酸処理後の皮膚の赤外吸収スペクトル．
文献[5]を改変．
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とが特徴的であった(図2) [5]．これらのN-Hのピー
クは前者のIOM-l ikeな相にも若干みられたので前
者と後者の相は完全に分離されているわけではない
のであろう．産業技術総合研究所の有機化合物のス
ペクトルデータベース(SDBS)で検索してみると，脂
肪族一級アミドが似たような赤外スペクトルを示す
ため，これらと同等の官能基を持ち，溶媒抽出され
ないようなおそらくは高分子の成分であると考えら
れる[5]．こちらもこれまで隕石では見たことがない
ようなものだったため，なんだこれはとひと悶着で，
前述のVOC吸着同様，一部の人からは不評であっ
た．酸処理時のサーペンティンブランクからはこのよ
うなものは見られないため酸処理時の汚染ではなく
(薮田さん談)，複数回にわたり独立して測定した複
数セットの試料からも同様のスペクトルが得られた
ので分析中の汚染ではないということは言えそうで
ある．さらに，もし汚染ということであれば，アミドと
いうと動物(ヒト)由来の汚染の可能性があり(例えば
タンパク質などを構成するペプチド結合はアミド結
合の一種である)，環境中から混入しやすい固体の
汚染物質というと皮膚が考えられるため，自分の皮
膚をHF/HCl処理して測定してみた．自分の皮膚を
酸処理というとドラスティックだが，何のことはない，
ササクレを切って使用したのである．酸処理した皮
膚の赤外スペクトルはRyuguサンプルのものとは異
なったため(図2)，ヒト由来の汚染(皮膚)の可能性は
排除できた[5]．さてそれなりに汚染の可能性は排除
できたところで，これらoutl ierは何者かということ
を考えてみる．カルボン酸とアンモニア(アミン)が脱
水縮合することによりアミドが形成されるので，母天
体からこれらを含む水が蒸発して抜けていく過程で
できたのではないかと推測している[5] ．これはリュ
ウグウ試料から蒸発または凍結結晶化によって形成
されたと考えられる炭酸ナトリウム鉱物などが見つ
かっていること[6]とも整合性があろう．
　初期分析の成果については，本シリーズの薮田さ
んの回[2]に詳しく，このくらいしか書くことはないの
で，国際学会失敗談でも書いておこうと思う．失敗談
の類は役に立つと信じている．「こういうことの無い
ように気を付けよう」と思ってもらってもよいし，読者
諸氏が失敗したときに「こいつもやらかしてる」と思っ
て気を休めるもよし．さて，初期分析の成果を皆で

発表しよう！と意気込んでいた2022年のLunar and 
Planetary Science Conference (LPSC)のこと
である．コロナ禍真っ最中，オンラインで参加．発表
者は接続先が別なのに，聴衆と同じところに接続し
てしまい，発表者として認識されないという，盛大に
やらかしてしまった．なんとか聴衆サイドからアピー
ルして話させてもらったが持ち時間が大幅に短く
なってしまった(早口でしゃべっていちおう一通りは
話した)．事前のリハーサルまであったのに，だいぶ
恥ずかしい話である．そこで科学者としてなぜそのよ
うなミスをしたのかを考察してみる(つまり言い訳)．
皆さんは「マミーブレイン」という言葉を知っているだ
ろうか．ChatGPTに「マミーブレインとは？」と聞い
てみると以下のような返答が来る(以下引用):
「マミーブレイン（mummy bra in）」とは，主に出
産前後の母親が経験する一時的な記憶力や注意
力の低下，思考のぼんやり感などを指す言葉です．
日本語では「産後ボケ」「ママ脳」と呼ばれることも
あります．医学的には正式な診断名ではありませ
んが，ホルモン変化，睡眠不足，育児ストレスなど
が関係していると考えられています．多くの場合，
時間の経過とともに自然に改善します．

　これが結構馬鹿にならない．比較的最近Nature
誌のNews and Viewsに産前から産後にかけて自
身の脳をMRIスキャンした人の記事が載っていた
[7]．東京工業大学が東京医科歯科大学と統合した
からといって医学の知識が身に付くわけではないの
で，ChatGPTとDeepLを駆使して元の論文[8]も読
んでみると，妊娠に伴い大脳皮質の灰白質体積と皮
質厚が顕著に減少し，白質の微細構造的整合性，脳
室，脳脊髄液体積が上昇した，とのこと．灰白質の
減少は，母性行動や感覚応答性の向上に関連する
可能性があり，白質の増強は，感情・視覚情報処理の
統合に寄与する経路の可塑的変化と考えられる[8]．
いわゆる「マミーブレイン」は物忘れなどの否定的な
側面よりは，育児への認知的・行動的適応とみるべ
きである[7]，とのことであった．ミスの言い訳になる
のかならないのか，ともかく脳が大きく変化している
のはどうやら確かなようだ．なお，いわゆる「マミーブ
レイン」からはおそらく回復してきた今考えて，当時
の実験データについては特に問題なかったであろう
ことは追記しておく．
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　以上のように，初期分析の間はいろいろあったわけ
だが，オーシャンズもピンチがあるからこそ面白いのだ．

3. リュウグウ試料公募(AO)研究の 
　 紹介

　ここからはまじめにAOで行った研究について紹
介したい．私がPIではないのだが，2件のAO研究に
参画した．1つ目は，Hitesh ChangelaさんがPIの
もの，2つ目はMehmet Yesi ltasさんがPIのもので
ある．
　1つめのほうは，STXMのデータは私が取得した
ものなのでコントリビューションは大きいと思う．そ
の他，Changelaさんがメインで透過型電子顕微鏡
(TEM)の他，FIB -SEMトモグラフィーという面白
い手法を用いている[9]．FIB -SEMトモグラフィー
は集束イオンビーム(FIB)を用いて試料をナノスケー
ルで削り，走査型電子顕微鏡(SEM)で各断面を撮
影して3D再構築するという手法で，同じく3次元分
析だが非破壊のX線トモグラフィーと比べると，破
壊分析にはなるが，高空間分解能であり，元素分析
ができるのが利点である．私の行ったSTXM分析
結果[9]は初期分析のSTXM分析結果[10]と比較し
て特に新しいこともないのだが，FIB -SEMトモグラ
フィーでフィロシリケイトを包み込むような有機物(図
3) [9]が見つかったのが面白いと思う．つまり水質変
成でフィロシリケイトができた後に有機物ができたと
いうわけだ．もともと無水ケイ酸塩を有機物が包み
込んでおり，そこに水が浸透してフィロシリケイトが
できた可能性も完全には否定できないが．

　2つ目のほうは，Yasi ltasさんのナノスケール赤外
分光法(nano -FTIR)がメインのプロジェクトである
[11]．比較のために，通常の顕微赤外分光によるス
ペクトルも取得しておいた方が良いということで，私
の方で分析を行った．初期分析では行わなかった，
大気遮断分析，つまり，宇宙研から送られてきた試
料を窒素パージしたグローブボックス内で開封し，
顕微赤外透過分析用に試料調整を行い，ガスパージ
できる加熱ステージ内に移したうえでグローブボック
スから出して測定する，ということをやってみた．し
かし，赤外スペクトルは初期分析の時と特に変化は
なかったのでほっとした．あとはnano -FTIRのた
めの下働きで，硫黄包埋したサンプルを作ってウルト
ラミクロトームを用いて平坦な面を出す，という作業
を地味に頑張った．ウルトラミクロトームを使った薄
片作成は何度か習ったことがあるがあまり自信はな
い．でも，面だしだけなら何とかなる．硫黄包埋も何
かとテクニックが必要で，複数の方に教わった方法
を自分なりにアレンジして何とかうまくいく方法を編
み出した(とはいえ時々失敗するが)．硫黄包埋やウ
ルトラミクロトームを教えていただいた，奥平恭子さ
ん，中藤亜衣子さん，野口高明さん，近藤正志さんに
は大変感謝しております．nano -FTIRの結果として
は，有機物は多様で，芳香族・脂肪族炭素，カルボニ
ル，エステル，アミド，アミン，ラクトンなどの官能基
がみられた．イメージング分析から，有機物の分布に
A0030とC0034で異なる分布が見られた(図4) [11]．
先に述べた顕微赤外分光分析ではA0030とC0034
はほぼ同様のスペクトルを示したので，このような詳
細な分布が見られることはnano -FTIRならではで

図3:	フィロシリケイトを包み込む有機物の3次元像．文献[9]より引用．Supplementary informationとしてウェブから3次元構造の動画が見られ
るので，こちらを見ていただくとよりわかりやすい．
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あろう．これらの差異は，母天体内部での水質変成
の空間的な不均一，つまり水質，温度，もとの鉱物組
成などの違いによると考えられる[11]．

4. 最後に

　こうして振り返ってみると，初期分析の約1年は
あっという間だった．そして子どもの成長は驚くほど
早い．あんなに小さかったリュウ君が，今や身長が2
倍以上になり，できることもたくさん増えた．一方で，
自分の成長はというと成長しているのだろうか・・・．
また，海外の共同研究者たちは論文をまとめるス
ピードがとにかく速い(人にもよるが)．AO研究で紹
介したHitesh ChangelaさんもMehmet Yesi ltas
さんも，さっと原稿を仕上げてきて，気づけばAO
研究に先を越されていた．Yesi ltasさんは英語ネイ
ティブではないので語学力の差は言い訳にならな
い．見習いたい限りである．
　気を取り直して現在は小惑星比較研究チーム
(Ryugu-Bennu Comparat ive Study Team) と
して，Bennu試料の分析にも取り組んでいる．「オー
シャンズ2.0」だ．海外勢の2番煎じにはなりたくない
ところ．独自のアプローチもあるので，ご期待いた

だきたい(ハードル上げすぎか)．今後も，MMX計画
による火星衛星フォボスからのサンプルリターンが
予定されており，さらに彗星をターゲットとした次世
代小天体サンプルリターンも検討が進んでいる．従
来の地球外物質研究は，地球に降ってくる物質に依
存した受動的なもので，どこから来たのかも不明な
ものが大部分だ．これからは，明確なターゲットに
向かって自ら試料を取りに行く時代である．地上で
手に入る地球外物質試料は，地球環境での風化や
汚染の影響が否定できないことや，観測と実試料の
ギャップ，隕石として到達する物資のサンプリングバ
イアス(水や有機物が豊富で脆い物質は地上に到達
しにくい)もあり，隕石(+惑星間塵や南極微隕石)だ
けでは限度がある．かつての大航海時代のように，
サンプルリターン時代の到来は，惑星科学の新たな
フロンティアを切り開く原動力となるであろう．そし
て，宇宙における物質進化，さらには生命起源の理
解に大きく貢献すると期待される．次にどんな試料
が私たちの手元に届くのか，想像するだけでも，この
上なくわくわくする．
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図4:	リュウグウ試料のnano-FTIRマップ．1040 cm-1はフィロシリケイトのSi-O，1250 cm-1及び1325 cm-1はC-O，1600 cm-1はC=C，1440 cm-1は
炭酸塩．スケールバーは2 μm．文献[11]より引用．
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1. はじめに

　MIRS は，JAXAの 火 星 衛 星 探 査 機 MMX
に搭載される撮 像分 光 器である[1-3]．パリ天文
台 -PSL 所 属 の LESIA（現 LIRA：Laboratory 
f o r  I n s t r u m e n t a t i o n  a n d  R e s e a r c h  i n 
Astrophysics）が，他の5つのフランス研究所と共
同で開発し，CNESの協力と財政支援，ならびに
JAXAおよびMELCOとの緊密な連携のもとで製
造された．
　MIRS撮像赤外分光計は，MMXのミッション目
的を達成するために設計された．0.9～3.6 µmの波
長域で動作し，分光波長分解能は約20 nmである．
MIRSはフォボスを異なる軌道高度から観測し，こ
れまでにない高い空間分解能でフォボスの表面特性
を明らかにする． 
　QSO-M(中高度の擬周回軌道)では，フォボスの
表面は20 mの分解能で観測され，より低い軌道で
はより高い分解能で観測される．MIRSの高い信号
対雑音比（S/N）は，フォボスの鉱物組成や物質分布

を特定することができる．ダイモスを複数回フライバ
イする間，MIRSは100 m以上の空間分解能で主要
な領域を分光し,フォボスで観測されたのと同じ主要
な吸収帯を検出し，2つの衛星を直接比較すること
ができる． 
　MMXの高度約6000 kmの火星赤道軌道により，
MIRSは火星大気のマップを作成し，他機器可視カ
メラと密接に協力して火星大気の短寿命気象現象を
観測することができる．MIRSの火星観測は，ダスト
や雲だけでなく，大気分子分布の時間的進化を追跡
する世界初の観測になる．
　ミッションの目的を達成するために，MIRSは以下
の科学目標に回答を与えるべく設計されている： 1）
フォボスが捕獲された小惑星として誕生したのか，
それとも巨大衝突によって誕生したのかを明らかに
する，2）ダイモスの起源について新たな制約を与え
る，3）火星の気候の変遷に影響を与える火星大気中
の物質循環のメカニズムを解明する．

2. MIRS 機器特性

　MIRSはプッシュブルーム型のイメージング分光
器である．1つの検出器（2Dマトリクス）により，一方
向のストライプの画像（空間方向）と，そのストリップ
の各ピクセルの第2方向のスペクトル（波長方向）を

マリア アントネッラ バルーチ1, パーネル ベルナルディ1, クリストフ・ドニー2,  
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火星衛星探査計画MMX その11 
〜火星圏の特性評価のためのMIRSスペクトロ
メーター〜

（要旨） MIRS（MMX InfraRed Spectrometer）は，JAXAの火星衛星サンプルリターンミッション
（Martian Moon eXplorat ion）のために開発されたプッシュブルーム方式の赤外分光計である．MIRS
は0.9～3.6μmの波長域で火星圏を観測するよう設計されている．フォボスとダイモスの表面組成を測定
し，火星大気の変動を調査する．
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取得する．縦長の空間視野を探査機の進行方向にス
キャンすることにより，2次元の画像と画像内各ピク
セルの分光データを取得することができる．
　MIRSは， 電子機 器 部 分 (EBOX)， 光 学部 分
(OBOX)，EBOXとOBOXを接続するハーネスの3
つから構成される(図1, 2)．
　OBOXは，主構造体，分光器と検出器，および分
光器を-20℃以下に受動的に冷却するための2つのラ
ジエーターで構成されている．設計は，光学部品のア
ライメント精度を満たし，動作温度範囲における安
定性を満たすことに注力された．EBOXはMMXシ
ステムパネルと熱的に結合されている．

EBOXには2つの電子基板が搭載されている：
- LVPS（低電圧電源）ボードは，MMXプラット
フォームから供給される非レギュレーション+50V
からすべての電源電圧を生成する．
- ICU（Instrument Control Unit）ボードは，
FPGA（Field Programmable Gate Array）を
介してすべてのサブシステム（検出器アセンブリ，
シャッター，スキャナー，ダストカバー，校正ラン
プ）を制御する．このボードは，2本のSpaceWire
リンク（標 準 用 および 冗 長 用）を介してMMX 
MDP（ミッションデータプロセッサー）と通信す
る．

OBOXにはすべてのサブシステムが含まれている：
- 分光器のスリット上に結像させる望遠鏡．
- 光を分散させ，焦点面に結像させる分光器．ス
リットの後，入射光はコリメートされ、グレーティン
グに入射されることで波長方向に分散される．

- 画像を取得しデジタル化する検出器アセンブリと
その近接エレクトロニクス（PE）．検出器は暗電流
を低下させるため，冷凍機を使って110 Kまで冷却
される．
- 軌道方向スキャナー
- 背景画像を取得するためのシャッター
- OBOXの入射窓を保護するダストカバー 
- 飛行中に検出器の波長と感度を校正するランプ
- 装置を適正な温度範囲に保つための熱機器．
OBOXを-40℃以上に保つためのヒーターとメカ
ニカルサーモスタットで構成されるサバイバルシス
テム，および分光器の熱放射を抑えるために受動
的に冷却する2つのラジエーターで構成される．

光学系（図3）は次のように構成されている：
- 入射窓
- 走査ミラー
- 結像部：i) 分光器の入射スリットがある焦点面
に，実像を作る結像望遠鏡，ii) 回折格子上に平行
ビームを得るためのコリメータ．
- 光を分光する回折格子
- 光を実焦点面に集光する対物レンズ（対物レンズ
1）
- 瞳を検出器のコールドストップ上に，分光像を検
出器の感光領域上にそれぞれ結像させるリレー対
物レンズ（対物レンズ2）

図1:	OBOXの内部構造と外観.

図2:	MIRS 分 光 器,フライトモデル の 写 真 （左 が Obox,右 が
Ebox）．
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Parameters Values
Spectral range 0.9 – 3.6 µm
Sampling 10.0 – 11.6 nm
Spectral 
resolution

21 nm in 0.9 – 3.2µm and 
<32 nm in 3.2 – 3.6µm

iFoV 0.325 – 0.350 mrad
FoV ±1.65°
S/N 106@3.2 µm in 2s for spectrometer 

temperature of 246K
Conditions: 30° solar incidence, 
at 1.5AU, with typical Lambertian 
surface, and 30° phase angle.

Typical exposure
 time
(raw image)

70 – 300 ms for Phobos 
observation.
40 – 150 ms for Mars observation.
Raw images are co-added to reach 
the specified SNR

3. MIRS装置性能

　 最 初 のMIRS の 性 能 検 証 プロセス は， 低 温
（-27℃），大気圧でのOBOX搭載時の初期性能測定
であった．最終的な性能は，数週間にわたる熱真空
試験で評価された．専用の光学テストベンチが開発
され，真空チャンバーの前に設置され，全波長範囲
と全視野をスキャンできるようになった．
　S/N予測は，開発当初に作成された数値シミュ
レーションによって行われた．このモデルは装置の
測定特性（光透過率，検出器暗電流，量子効率，読
み出しノイズ，コールドストップ径）を考慮してさらに
改良された．実機の検証は，熱真空試験中の測定
データとモデルでの予測値を比較することによって
行われた．このモデルは，特に熱バックグラウンドの

正しい評価を確認するのに役立った．モデルは，観
測パラメータ（太陽照度，アルベド）と観測制約（最大
許容積分時間）を入力として使用する．図4では，典
型的な分光器温度（246-263 K）に対するS/N予測
を示している．最高253 Kにおいて，2秒未満の測定
で波長3.2 µmまで100以上のS/Nに達するという
要求は，30°より低い位相角で満たされている．より
良いS/Nは，より低温の装置温度とより低い位相角
で達成される．
　専用ベンチ（CARA）を使用し，装置のOBOX
温 度（33ºC，-20ºC，-10ºC），黒体 温 度（300ºC，
400ºC，500ºC，600ºC，800ºC，1000ºC），積分時間

（0.2 msから最大25 msの範囲）を変化させ，相対お
よび絶対放射量較正の精度を測定した．相対較正と
絶対較正のために，火星に向かうMMXの巡航中に
分光測光標準星の観測が予定されており，全スペク
トル範囲におけるMIRSの較正が可能であり，ミッ
ション中定期的に繰り返される．MIRSの装置性能
は表1にまとめられている．

　図4に示すように，予想されるS/Nは波長が大き
いほど低くなる．低位相角での観測はS/Nを向上さ
せる．S/Nを最適化するためには，積分時間を長く
すればよい．

4. 予想される成果

　MIRSはフォボスの擬周回軌道（QSO）の高高度，
中高度，低高度，およびダイモスの複数のフライバイ
で赤外スペクトルを取得し，異なる空間分解能でフォ
ボス表面組成を調べる． MIRSによって達成される
高いS/Nと前例のない空間分解能は，フォボスの赤

図3:	MIRS 光学系．

図4:	3つの分光器温度，位相角=30°におけるフォボス観測時のS/
N評価．積分時間2秒未満．

表1:	MIRS 性能表．

もう一つの月世界へ：火星衛星探査計画MMX その11 〜火星圏の特性評価のためのMIRSスペクトロメーター〜／マリア アントネッラ バルーチ，他
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色と青色のユニットの物質組成と鉱物特性を把握す
ることを可能にし，フォボス表面全体の地形多様性
に関連する局所的な組成の不均一性を明らかにし，
さらにダイモス表面の特徴も明らかにする．
　MIRSは，測定波長範囲内にあるすべての吸収帯
を分光学的に検出し，火星の2つの月の鉱物と有機
物を含む物質組成を特定する．吸収帯の検出は深さ
3%程度あれば可能である．火星の月以外の外来物
質が存在する場合は，観測可能な空間分解能より物
体が大きければ検出することができる．
　MIRSは，高い空間分解能でフォボスの表面温度
を測定し，表面の熱慣性を導き出すことができる．こ
の熱慣性は，レゴリスの粒径や物質の空隙率に関す
る制約を与える．ダイモスの表面組成は，MIRSの観
測によって，おそらく100 m以上の空間分解能で主
要領域をマッピングし，フォボスで観測されたのと同
じ主要な吸収帯を検出することによって二つの月の
物質分布を比較できる．またこれらデータによって，
潮汐変形のような火星まわりの位相に関連した地形
変形などを検出することができるかもしれない．
　MMXの軌道はフォボスと同じ軌道で，火星の観
測に最適である．MIRSは数日で火星の全球マップ
を完成させ，1時間単位で特定のエリアの変動をカ
バーすることができる．MIRSの観測は，火星大気
中のダストや水の輸送過程を制約する．塵の含有量
や嵐，水氷の雲や水蒸気の分布をモニターすること
によって，火星環境の歴史について新たな洞察を与

えるだろう．MIRSは搭載カメラと密接に協調観測
することで，火星大気における短寿命の気象現象を
観測することができる．特に，MIRSは2.0 µmバン
ドの分析でCO2を導出することができ，2.35 µmで
CO，1.27 µmでO2，2.6 µmバンドで水蒸気を検出
し，0.9～3.6 µmのスペクトル特徴で水氷雲を研究
することができる．また，MIRSのスペクトルから，
地表のレゴリスに吸着している水分量を推定するこ
ともできる．
　MIRSは，i）フォボスの組成が，捕獲起源を示唆
するフィロケイ酸塩，有機物および氷を含む炭素質コ
ンドライトに似た，原始的な暗い小惑星に近いもの
か，ii）フォボスの組成が，たとえ少量であっても，巨
大衝突による起源を示唆する火星のケイ酸鉱物や衝
突時の高温相物質を含むものかを判別するのに役
立つ．
　MIRSはMMXの他の搭載機器による観測とリ
ターンサンプルの分析とともに，火星の月の起源と火
星環境の進化過程を明らかにすることができる．
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1. はじめに

　MMX探査機搭載のMSAは，イオン質量分析器
と磁力計で構成され，火星衛星の起源や火星圏の
変遷の解明を観測目的としている[1]．火星とその衛
星は，他の太陽系天体と同様に太陽から吹きつける
超音速プラズマ(太陽風)に晒され，様々な影響を受
けている．火星では，大気が太陽風を直接受けて一
部は宇宙空間に散逸し、電離層には誘導電流が発
生して，周囲には磁気圏が形成される．フォボスや
ダイモスの表面にも太陽風は直撃し，二次粒子が叩
き出され，周囲には非常に希薄な外気圏が形成され
る．MSAの出自はこのようなプラズマ環境のその場
(in-situ)観測を行う計測装置であり，類似の機器は
月周回衛星「かぐや」，水星探査機「ベピコロンボ」な
どに搭載されてきた[2]．
　今回のMMX計画では，MSAが観測する対象は
依然としてプラズマ環境(イオンと磁場)であるが，そ
の目的は火星-衛星系の起源や進化の解明である
[3]．このような研究テーマの発展的転換は，主に「か
ぐや」による月周辺のイオンと磁場観測成果を元に構
築され，鍵となったのは質量分解能をM/∆M~100ま
で向上させることであった．本稿では，MSAの原理
や性能，科学目標及び対応する観測計画を報告する

文献[3-5]を参照し，MSAの概要や予定する観測に
ついて概説する．

2．MSAの概要

　MSAの構成要素として, その場のイオンを取り込
んでエネルギーと質量を計測するイオン分析器と, 磁
場3成分を計測する2つの磁力計がある(図1)．自然
界の磁場と探査機由来の磁場を区別するため，磁力
計は2台構成である．この他に，コマンドやデータを
処理する電子基板を収めた制御部がある．
　イオン分析器にはその断面図(図1右)が示すよう
に，上半部にトップハット型静電分析器があり，下半
部にTime-Of-Fl ight型質量分析器がある[4]．最
上部にはドーム型グリッドの開口部があり，交互に0 
~ +5 kV電圧が掃引される，一対の視野選別電極に
よって半球(2πsr)以上の視野が確保される．その下
に位置する内側の球殻電極には0 ~ - 5 kV電圧が掃
引され，入射イオンはエネルギー選別を受ける．その
後入射イオンは下半部の質量分析器に進み，-12 kV
に印加された超薄膜炭素に向かって加速する．入
射イオン透過の衝撃で発生した二次電子は，最下部
の検出器MCPでスタート信号として処理される．透
過によって中性化した入射イオンは，そのままMCP
に到達してストップ信号となる．イオンのまま透過し
た場合，入射イオンは分析器内の電場による反射を

横田 勝一郎1，MMX MSAチーム

もう一つの月世界へ:
火星衛星探査計画MMX その12 
〜MSAはフォボスと火星大気の質量分析を行
う〜

（要旨） MMX探査機に搭載されるMSAの開発は，太陽系惑星間空間でのプラズマ諸現象の「その場
(in-situ)」観測を目的に，発展を続けてきたプラズマ計測技術を元にしている．フォボス表面や火星大気
を由来とするイオンを質量分析するため，MSAの質量分解能は大きく向上されている．本稿では，フォボ
スの起源や火星大気の進化の解明を目指すMSAついて紹介する． 
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受けて天井部に衝突する．そこで発生した二次電子
が，ストップ信号としてMCPにて検出される．スター
ト信号とストップ信号の時間差から，入射イオンの質
量情報を獲得する．質量分解能をM/∆M~100に向
上させるため，分析器内の電場は線型に増大する特
殊な形態で設計されている．
　MSAの磁力計は，基本波型直交フラックスゲー
ト方式によってDCから~100 Hzまでの変動成分の
磁場を計測する[5]．出力信号のオフセットを大幅に
低減するため，センサの励磁方法として新たに開発
したバイアス・スイッチング，センサ，回路設計を利用
し，従来の宇宙機用磁力計として大幅な小型化・軽
量化・省電力化が実現されている．

3．MSAの火星―衛星系プラズマ 
　 環境観測

3.1 地球-月系のプラズマ環境
　MMX探査機搭載MSAによる観測に先んじて，
地球の月周辺のプラズマ環境に関する観測成果が，

「かぐや」，ARTEMIS，Lunar Prospectorなど複

数の探査機から既に得られている．MMX計画でも
同様の観測が期待されるため，観測によって近年大
きく更新された月周辺プラズマ環境の描像を紹介す
る．適宜，月をフォボスに，地球を火星に読み替える
ことが可能である．
　宇宙空間を満たすプラズマには，多くの場合巨視
的に電磁流体としての近似が用いられ，降着円盤な
ど宇宙の諸現象や，太陽風，地球磁気圏などは遜色
なく記述されている．しかしながら，構成要素であ
るイオンと電子の運動の違いや，それぞれの粒子的
挙動も重要であり，近似を拡張する取り組みが理論
と観測の両面から続けられている．月の大きさはイオ
ンの慣性長に近くなるため，その周辺はプラズマが
絶えずイオンスケールで乱される誂え向きの状況とな
る．「かぐや」などによるプラズマ観測は，その事実を
認識する契機となった[6]．
　図2は太陽風や地球磁気圏の影響を受ける月周辺
プラズマ環境の概念図である．太陽光に晒される月
の昼側には太陽風も到来し，月面に吸収される．結
果として夜側には何もない領域(Void)が形成され，
太陽風のイオンと電子はそれぞれの熱速度で徐々に

もう一つの月世界へ：火星衛星探査計画MMX その12 〜MSAはフォボスと火星大気の質量分析を行う〜／横田，他

図1：	MSAイオン分析器と磁力計の写真，およびイオン分析器断面図．
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侵入する．ここまでは従来の流体近似の描像である
が，ここから近年の観測により追記された特徴を紹
介する[7]．(1)太陽風イオンは半分未満が月面で反
跳し，大部分は中性化するが，(2)一部はイオンのま
まで太陽風全体の運動と異なるピックアップ軌道を
取る．(3)このようなイオンはVoid領域に効率よく侵
入し，(4)さらに周辺の電子をVoidへと引き付ける．
(5)昼側では日照により光電子が発生し，結果として
地表面は正に帯電する．夜側は周囲のプラズマの状
況に応じて，多くは負に帯電する．その結果，昼夜境
界には電場が発生する．このような電場は，局所的
な地形による日向・日陰の境界でも発生すると考えら
れる．(6)月は全球的な磁場を持たないが，大小様々
な磁気異常を有する．イオン慣性長未満の絶妙な大
きさのミニ磁気圏として太陽風と相互作用を行うた
め，周辺にはイオンスケール未満に抑制されたプラズ
マ諸現象が顕著になる．(7)太陽風や太陽光の照射
により月面から様々な単原子・分子が放出され，月面
を基底面とする外気圏が形成される[8]．月が地球磁
気圏の中にある場合は，(8)地球大気起源のイオン
(地球風)が吹き付けることになる． 

3. 2 MSAの観測対象
　ここまでプラズマ環境自体を研究する視点から図
2(1) - (8)の特徴を紹介したが，ここからは月の起源
や進化に関する視点から特徴を紹介し，MMX計画
への展開を提示する．最も重要な観測対象は，(7)探
査機高度まで広がる月の外気圏である．その構成粒
子は，太陽風やダストなど外的要因を疑う必要はあ
るが，月面物質を起源として組成比などの情報を含
んでいる．地球から可視光で観測されるNaやKが
外気圏粒子として最も知られているが，貴ガス元素も
LADEE探査機の質量分析により検出されている．
太陽風イオンを一次イオンビームとすると，近傍の探
査機上で行う質量分析は，実験室で行う試料分析
の一つである二次イオン質量分析(SIMS)と同一視
できる[9]．実際に「かぐや」による月の金属イオンの
質量分析は，文献[9]と比較すると月面物質は始原
的ではなく進化を受けた傾向を持つことを示した．
この結果は，遅まきながら月の起源に対して巨大衝
突説を支持している．月の外気圏には水が含まれる
報告もあり[10]，探査機での質量分析は水を検出す
る有効な手段となっている．このように，MMX探査

図2：	月周辺のプラズマ環境の概念図．
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機上のMSAはフォボス表面に対して広域のSIMS
分析を行い，内部氷(が作るガストーラス)がある場
合は水分子イオンを検出し(図3)，フォボスの起源に
迫ることが期待される．
　月面物質の変遷においては，(1)月面に対して太陽
風イオンが吸収・反跳されることや，(7)その衝撃で月
面物質が放出されることの影響は大きい．また，(5)
親惑星である地球から飛来する大気起源イオンも月
面に吸収される．月面には，太陽風や地球大気の積
年の履歴が残されているかもしれない．地球風とい
う名称は，月の表側のみに吹き付けることを想起さ
せるが，実際には極域や裏側を含む月面全てに地球

起源イオンは到来することができる．地球磁気圏の
ダイナミクスによって, 逆方向の風や大きな熱速度が
発生するためである．MMX計画でのMSAの役割と
しては，図3のようにフォボス表面物質の変遷に関わ
る全てのイオン入出力を定量的に観測することや，火
星大気起源イオンから火星大気流出を観測すること
が挙げられる[11]．
　以上のように，MSAイオン分析器はフォボス起源
の金属イオンや水イオン，火星大気起源のイオン(同
位体を含む)を観測対象とするため，質量分析には
精度良く元素を同定することが求められる．そのた
め質量分解能は「かぐや」搭載イオン分析器ではM/

図3：	MMX探査機搭載MSAによるイオン観測．

もう一つの月世界へ：火星衛星探査計画MMX その12 〜MSAはフォボスと火星大気の質量分析を行う〜／横田，他
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∆M~20，「ベピコロンボ」搭載イオン分析器ではM/∆
M~50であったが，MMX搭載MSAイオン分析器で
はM/∆M~100に向上させた．その他については，こ
れまでの標準的な性能で十分であると見積もった．
　MSA磁力計は，イオンの運動を支配する太陽風
の磁場を測定することを目的としている．「かぐや」な
どの磁場計測では，(6)月の磁気異常が網羅的に調
べられ，月面分布マップまで作成されている[12]．し
かしながら，その成因は今も複数のモデル検討があ
るものの未解決問題である．フォボスには磁気異常
が無いというのが大方の予想であるが，MMX探査
機の低高度運用や着陸運用は絶好の観測機会とな
る．万が一磁気異常を発見した場合はフォボスの起
源に一石を投じることになるが，計測感度以下の結
果となっても上限値を導出することは可能である．

4．おわりに

　MSAはMMX計画の観測目的に合致するよう質
量分解能を大幅に向上させているが，プラズマ環境
の観測自体に変わりはない．観測目的毎に排他的な
運用を必要とせず，データ解析する際に利用者が自
由に研究テーマを選ぶことになる．「かぐや」による
プラズマ観測の場合も，初期はプラズマ環境に関す
る研究の成果報告が主であったが，最近はMMX
計画も契機となり月の科学に関わる成果が出続け
ている．MSAはこのように様々な研究テーマに対し
て広く間口を持つため，将来の観測データに対して
様々な利用があることを期待している．目の前にある
MMX計画への貢献を目指して開発されたMSAで

あるが，今後様々な太陽系探査への利用も考えられ
る．そのためにも，MSAチームはMMX計画に携わ
る全てのグループやメンバーと連携して，観測成果
の最大化に努めていきたい．
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岩中 達郎1

（要旨） 大学に入学した2016年から，この度博士号を取得した2025年10月までの約9年半，金星大気の
研究に取り組みました．「あかつき」がリアルタイムで送り届けた貴重なデータと向き合い，その解析を行っ
た日々は，「あかつき」と過ごした学生生活でした．本稿では，筆者の博士課程での研究内容についてご
紹介します．

一番星へ行こう! 
日本の金星探査機の挑戦 その64
〜あかつきと共に歩んだ学生生活〜

1.理化学研究所 計算科学研究センター
tatsuro.iwanaka@riken.jp

1. はじめに

　この度，東京大学大学院理学系研究科にて博士
（理学）の学位を授与されました．大学に入学した
2016年から，博士号を取得した2025年10月までの
約9年半，多くの方々のご指導とご支援のもと，金星
大気の研究に没頭する機会をいただきました．振り
返れば，私の学生生活は，「あかつき」が金星周回軌
道で観測を続けた期間（2015年12月～2024年4月）
とほぼ重なります．まさに「あかつき」と共に歩んだ学
生時代であり，そのデータを用いて一つの研究を成
し遂げられたことに，深い感慨を覚えます．
　金星は地球の環境と似ても似つかない惑星です．
約90気圧という高圧の二酸化炭素大気に覆われ，地
表温度は約460 ℃にも達する灼熱の世界です．上空
には4日で一周する「スーパーローテーション」と呼ば
れる高速な東西風が存在します．そして，この過酷な
環境を特徴づけるのが，高度約45 kmから70 kmに
わたって惑星全体を絶えず覆う，濃硫酸の分厚い雲
です．この雲は太陽光の約8割を反射し，金星のエネ
ルギー収支を支配する極めて重要な存在です．
　この硫酸雲の材料となるのが，二酸化硫黄（SO2）
です．SO2は，雲頂付近の高度（約70 km）で太陽か
らの紫外線を受けて光化学反応を起こし，硫酸エア

ロゾルへと変化します．このプロセスが，金星の分
厚い雲を維持していると考えられています．しかし，
SO2がどのようにして雲の下から雲頂へと運ばれ，ど
のくらいの量が実質的に供給されているのか，そし
てその変動が金星の気象や気候にどう影響している
のか，多くの謎が残されています．
　私の博士研究は，「あかつき」の観測データを用い
て，この金星雲頂におけるSO2の分布とその時間・
空間変動を詳細に捉え，その背後にある大気の動き

（力学）との関係を明らかにすることを目的としまし
た．まさに私が研究の道を歩み始めたのと時を同じ
くして観測を開始した「あかつき」のデータを用いる
ことができたことは，とても幸運なことでした．

2. 「あかつき」データと解析手法

　「あかつき」に搭載された紫外撮像装置（UVI）は，
283 nmと365 nmという2つの紫外線の波長で金星
の雲頂を撮影することができます．283 nmはSO2が
強く紫外線を吸収する波長，365 nmは硫酸雲その
ものや，正体不明ながら雲の模様を作る一因とされ
る，未同定の紫外線吸収物質の吸収波長に対応して
います．当初，この2つの波長の画像を比較すること
で，SO2と未同定吸収物質の分布を捉えることを目
指しました．しかし，SO2と未同定吸収物質の吸収帯
は完全に分離しているわけではなく，特にSO2の吸

一番星へ行こう! 日本の金星探査機の挑戦 その64〜あかつきと共に歩んだ学生生活〜／岩中
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収が強い283 nmの波長でも，未同定吸収物質の影
響が無視できません．つまり，単純に283 nmの画像
が暗いからといって，そこにSO2が多いとは限らない
のです．この問題を解決し，2つの波長の画像から
SO2と未同定吸収物質（以降，niと表記．雲粒子の複
素屈折率の虚部で吸収の強さを表す）の分布を精度
良く同時に導出することが，私の研究の中核となりま
した．
　このため，私はまず，金星大気中での紫外線の散
乱・吸収過程をシミュレーションし，大気上端での反
射率を計算できる新しい放射輸送計算コードを開発
しました．正20面体を再帰的に分割することで得ら
れる格子を用いて散乱方向を離散化することで，探
査機から見える金星の明るさを，あらゆる方向につ
いて高速かつ均一な解像度で計算できるようにしま

した．
　次に，この放射輸送計算コードを用いて，様々な 
SO2とniの量の組み合わせを仮定した場合にUVI
が観測するであろう2波長の反射率を計算し，大規
模なルックアップテーブルを作成しました．そして，
実際に観測された283 nmと365 nmの反射率の組
とデータベースを比較し，最もよく観測値を再現する
SO2とniの値を求めました．この手法により，「あか
つき」が取得した膨大な紫外画像データ（2015年12
月から2022年6月までの約15,000ペア）から，約2時
間間隔という高い時間分解能で，雲頂SO2とniの分
布マップを作成することが可能になりました（図1）．
開発した手法の妥当性は，地上からの赤外線望遠
鏡による同時刻のSO2観測結果との比較によっても
確認されました．

図1: 「あかつき」が観測した紫外反射率からのSO2，niのリトリーバルの一例．(a, b)が283 nm, 365 nmでの反射率分布，(c)がSO2の混合比分布，
(d)がniの分布を示す．
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3. 明らかになったSO2の時空間変動

　この新しいデータセットは，これまで断片的にしか
知られていなかった金星雲頂のSO2の振る舞いを，
かつてない詳細さで描き出しました．

3.1 短期的な変動（数時間～数日スケール）
　SO2分布は非常にダイナミックで，数時間から数日
という短い周期で急速に変化することが明らかにな
りました．特に赤道域では，SO2の濃い「塊」のような
構造が，形を変えながら西向きに移動していく様子
が捉えられました．これは，大気波動による単なる上
下振動だけではなく，実際に下層から雲頂へSO2が
供給されている場を捉えたのです．
　さらに，時間と東西方向（経度）の変動を周期解析
した結果，赤道域のSO2とniの変動には，約4日周
期で西進する成分が卓越していることが分かりまし
た．これは，金星大気の巨大な流れ「スーパーロー
テーション」よりもわずかに速く伝わる「ケルビン波」
と呼ばれる大規模な波動の影響と考えられます．こ
の波に伴う上下運動が，SO2の豊富な下層の空気を

雲頂まで周期的に持ち上げている様子が，今回の
データで初めて直接的に捉えられました．

3. 2 平均的な空間分布
　7年間のデータを平均化することで，信頼性の高
いSO2の平均的な分布図（現地時間と緯度に対する
分布）を得ることができました（図2）．これまでの金
星周回機は極軌道衛星で，特定の時期には特定の局
所時間しか観測できないという制約がありましたが，

「あかつき」は赤道面に近い軌道を持つため，昼間の
ほぼ全域を網羅的に観測でき，この種の分布図とし
ては最も信頼性の高いものと考えています．
　その結果，SO2は赤道域で最も多く，中緯度に向
かうにつれて減少する傾向が明らかになりました．こ
れは，赤道で上昇し高緯度で下降する大規模な子午
面循環「ハドレー循環」によって，SO2が赤道から極向
きに輸送される効果を反映していると考えられます．
　さらに興味深いことに，現地時間に対しては， 
SO2は昼過ぎの14時から15時頃に明確なピークを持
つことが分かりました．これは，太陽加熱によって駆
動される「熱潮汐波」（特に1日に2回周期を持つ半日

図2: 観測期間全体にわたるSO2分布を平均することで得られたSO2の現地時間・緯度分布．

一番星へ行こう! 日本の金星探査機の挑戦 その64〜あかつきと共に歩んだ学生生活〜／岩中
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潮汐波）が，上昇流を励起し，下層からSO2を雲頂
へ汲み上げている結果と解釈できます．この分布パ
ターンは，最新の金星大気シミュレーションの結果と
もよく一致しており，雲頂SO2分布の形成における熱
潮汐波の重要な役割を強く示唆するものです．

3. 3 長期的な変動
　2016年から2022年にかけてのSO2とniの平均値
の変動を求めたところ，数年スケールの増減が見ら
れました．特に興味深いのは，この変動が，同じく

「あかつき」データから導出された雲頂の平均東西風
速（スーパーローテーションの速度）の変動と関連し
ている可能性が示唆されたことです．
　解析の結果，数年スケールで見るとSO2とniの増
減と平均東西風速の増減は正の相関（連動して変化
する傾向）を示す一方で，より長期的なトレンドとし
ては逆の相関が見られました．これは，複雑なフィー
ドバック機構の存在を示唆します．例えば，短期的
には，未同定吸収物質が増加すると太陽光吸収が増
え，大気加熱が強まって大気運動が活発化し，風速
が増加するかもしれません．一方，長期的には活発化
した大気運動がSO2供給を増やし，それが雲の生成

を促してアルベド（反射率）を上昇させ，結果的に太
陽光吸収と大気運動を弱める，といった負のフィー
ドバックが働いている可能性も考えられます．この議
論の検証のためには，これらのフィードバックがどの
ような時間スケールで応答するか，より詳細な解析
が必要ですが，大気大循環と化学物質の分布の間に
相互作用が存在しているかもしれない，という非常
に興味深い結果が得られました．

4. おわりに

　 博士 課 程での 最も忘 れられ ない 経 験の 一 つ
が，2024年の2月にハワイ島マウナケア山頂にある
NASA赤外線望遠鏡施設（IRTF）に赴き，実際
に金星の観測に参加したことです．UVIデータか
ら導出したSO2分布の妥当性を検証するために，
IRTFに設置された高波長分解能の分光撮像装置

「TEXES」による「あかつき」との同時観測を行い
ました．普段は計算機上でデータを扱っている私に
とって，標高4,000 mを超える厳しい環境の中，巨大
な望遠鏡を自ら操作し，遠い金星からの赤外線を捉
える現場に立ち会えたことは貴重な経験でした．望

図3: ハワイ島・マウナケア山頂に位置するNASA赤外線望遠鏡施設 (IRTF)と満天の星空（筆者撮影）．
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遠鏡の巨大さ，澄み切った夜空に広がる満天の星々
（図3），そして観測チームの一員としてデータ取得
に貢献できた達成感，何よりも，遠く金星を周回する

「あかつき」と，ここハワイの山頂から，同じ瞬間に同
じ金星を見つめているという事実に，深く感動したこ
とを覚えています．衛星観測と地上観測，それぞれ
の強みと役割を実感し，多角的なアプローチの重要
性を再認識する機会にもなりました．
　私の博士研究では，「あかつき」のUVIデータを用
いて，金星雲頂における二酸化硫黄の時空間変動を
これまでにない高い解像度で捉え，その変動がケル
ビン波や熱潮汐波，ハドレー循環といった様々なス
ケールの大気現象と密接に関連していることを明ら
かにしました．これは，金星の硫酸雲形成の鍵を握
る硫黄サイクルと，それを駆動する大気力学，さらに
は金星の気候システムの理解へと繋がる重要な一歩
だと考えています．
　しかし，金星にはまだ多くの謎が残されています．
紫外線吸収物質の正体は何か？ 実際にどれだけの
SO2 が不可逆的に雲頂へ供給されて，それがどのよ
うに，どれくらい雲へ変換されるのか？ 夜側のSO2

分布はどうなっているのか？ これらの問いに答える

ためには，さらなる観測と，より洗練された数値モデ
ルとの連携（データ同化）が不可欠です．また，将来
にはNASAやESAで大型の金星探査が計画されて
おり，「あかつき」が切り拓いた金星研究は，まさに新
たな時代を迎えようとしています．
　博士課程で得た知識と経験，そして「あかつき」と
共に金星を追った日々を糧に，今後もこの魅力あふ
れる金星，そして惑星科学の研究に貢献していきた
いと考えています．最後までお読みいただき，ありが
とうございました．

著者紹介

岩中 達郎
理化学研究所計算科学研究セン
ター 特別研究員．東京大学大学
院理学系研究科地球惑星科学専
攻博士課程修了．博士（理学）．同
センターリサーチアソシエイトを
経て2025年12月より現職． 

一番星へ行こう! 日本の金星探査機の挑戦 その64〜あかつきと共に歩んだ学生生活〜／岩中
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1．はじめに

　2025年10月現在，フランス・パリでの武者修行もも
うすぐ2年というところで遊星人の海外研究記への寄
稿のお話をいただいた．このシリーズでは既に同国内
のボルドー[1]，ニース[2]での研究生活が取り上げら
れている．サイエンスの紹介は別の機会にとっておく
として，以下，わたしがいかに恵まれた環境を渡り歩
きそれを楽しんできたかの自慢話に終始するのだが，
なにかの折にご笑覧いただければうれしく思う．

2．海外ポスドクに至った経緯

　学生時代から，フランス(以下，仏と書くことがあ
る)の研究コミュニティとはなにかとご縁があった．
学生時代には東北大学の学位プログラム1の支援を
受けて仏グルノーブル・アルプ大学のInst itut de 
Planétologie et d 'Astrophysique ( IPAG, 図1)
に計4か月滞在した．そこでEric Quir ico教授や
Pierre Beck教授と隕石試料の分析を行ったおか
げでフランスのラボの雰囲気を掴み，現地でのネッ
トワークも構築することができた．さらにわたしが院
生時代の5年間を捧げたはやぶさ2帰還試料の分析
プロジェクトでも多くの在仏研究者と関わる機会が
あった．指導教員の中村智樹教授が率いていたリュ
ウグウの「石」の物質分析班(以下，Stoneチーム)[3]
には，仏グループも複数参画しており，コロナ禍では
あったがオンラインミーティングなどを重ね，試料の

準備や分配をお手伝いしたことで，どこで誰がどん
な研究・分析をしているのかを知ることができた．逆
も然りで，相手方に自分の研究や人となりを知っても
らうことにもつながったと思う．
　D3の秋に差し掛かってもわたしはまだ進路に悩
んでおり，その折にフランスではとある科研費プロ
ジェ クト(Agence Nationale de la Recherche: 
ANR)が始動していた．その内容は仏国内の複数の
研究室で協働してリュウグウやベヌーなどの小惑星
回収試料や隕石試料の物質分析を統合的に行うと
いうもので，試料ハンドリングや分析のできるポスド
クを探しているという．受け入れ先はStoneチーム
にも所属していたフランス国立自然史博物館(図1)の
Mathieu Roskosz教授である．いわゆるプロジェク
ト雇用のポスドクではあったが，こちらからいくつか
テーマを提案したところ，おもしろそうだと言ってく
れた．決して輝かしい業績を持っていたわけではな
いわたしが採用してもらえることになったのは，中村
先生をはじめとする周りの方々が良い口コミを広げて
くれたこと，またはやぶさ2プロジェクトという時代の
後押しがあってのことだと思う．
　余談だが，わたしはもともと仏文化(料理，音楽，絵
画など)の大ファンだったので彼の地でのポスドクの
オファーはこれ以上ないほどに魅力的であった．実
際，フランスへの憧れのような気持ちが実生活にお
ける困難を乗り越える原動力となった．

天野 香菜1

遊星人の海外研究記 その19
～外様以上，パリジェンヌ未満～

1.フランス国立自然史博物館
kana.amano@mnhn.fr

1東北大学環境・地球科学国際共同大学院プログラム(GP-EES). 学
生は海外の連携先研究機関で長期研修やダブルディグリー・共同指
導学位等の取得が可能．

《目次へ
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図1：	(A)グルノーブル・イゼール川，(B)IPAGおよび(C)自然史博物
館(パリ5区)での筆者のオフィス，(D)パリ・セーヌ川．

遊星人の海外研究記 その19 ～外様以上，パリジェンヌ未満～／天野

3．渡仏前後の手続き

　渡航準備は円滑に進んだものとそうでないものの
差がかなり激しかった．まずビザ申請のために博物
館から雇用契約書を送ってもらう必要があったが，
バカンス期間にかぶったり担当者とのやり取りに齟
齬があったりして在日大使館での申請の予約日まで
に書類が届かず，玉突き的に契約の開始日自体を遅
らせることになった．一方で，難航すると思われたア
パート探しは最終的にMathieuの友人の友人の所
有物件に決まった．ラボの徒歩圏内かつ便利で治安
も比較的よく，家賃も高過ぎない．8階のいわゆる屋

根裏部屋だったが，エレベーターがついていた．銀
行口座は日本人のいる支店であっさり開設すること
ができた．このように日本語や英語のわかる人とやり
とりできるというのは大都市に住むメリットのひとつ
だと感じる．納税も初年度に書類を郵送したあとは，
オンラインで完結している．聞くところによると，行
政手続きの電子化が進んでいて数年前と比べてもだ
いぶ楽になっているらしい(ただし変化が急速過ぎ
て数年前の情報はもはや参考にならない)．それでも
滞在許可証の受け取りで4時間屋外で待たされたり，
健康保険証が手元に届くまでに丸2年かかったりし
た．日本だったらもっとスムーズに事が進むはずなの
にと思いつつ，しばらくフランスに住んでいるとこち
らも行政やサービスに過度な期待をしなくなる．その
おかげか自分にも過度なプレッシャーを課すことが
なくなり，それはそれで気楽である．それに，よっぽ
ど重大な問題に直面したときは担当部署に電話をか
けるか直接乗り込むかすれば迅速かつ驚くほど親身
に対応してもらえる．この独特の人情味もまたフラン
スらしさだと感じている．

4．語学留学に来たのかもしれない

　グルノーブルでの数か月が英語でなんとかなって
いたので(今思うとなっていなかったが)，渡仏前に本
格的な仏語学習はできていなかった．なんならパリ
はもっと国際的だろうからラボで英語を練習できた
らいいな，くらいに思っていた．しかし，いざ博物館
に着任すると仏語を話さない人(non-francophone)
は自分だけだった．チームミーティングやメールはも
ちろんすべて仏語．ラボのセミナーの初めには仏語
で「全員仏語わかるよね」と問いかけがあり(当然最
初はこの質問さえわからない)，「わかりません！」と仏
語で言わない限りはすべてが仏語で進んでいく．主
張した末に結局仏語で乗り切られることもあり，彼ら
のお得意のストライキで対抗しようかとさえ思った．
ほかにも仏語での白熱した議論のあとに結論だけを
さらっと英語で共有されたりランチの会話に入れな
かったりしたのがどうにも悔しく，一念発起して早朝
の語学学校に1年間通い，ソルボンヌ大学で学部生
に交じって仏語の授業も受けた(この費用はラボが
払ってくれた)．またラボの人とバーに行ったり同じア
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パートに住むマダムと週末にお茶したりしているうち
になんとなく仏語がわかるようになってきた．しかも
ある程度系統的に学んできた英語と違い，サバイバ
ルで身に着けた仏語では間違いやアクセント(訛り)
を恐れることなく堂 と々話せてしまう．仏語に費やし
た時間を研究に割けていればとも思うが，おかげで
現地コミュニティに溶け込むことができたので結果
オーライである(と思うことにしている)．仏語学習の
おかげで英語の難しい単語がわかるようになるとい
ううれしい副作用もあった．

5．ラボの雰囲気

　わたしが所属しているグループは実際，フランス
国立自然史博物館(MNHN)，鉱物学・材料物理学・
宇宙化学研究所(IMPMC)，フランス国立科学研究
センター(CNRS)，ソルボンヌ大学の共同研究ユニッ
ト的な位置づけであるため，それぞれの研究機関の
メリットを享受できている実感がある2．試料や装置
が潤沢なのもそうだが，とにかくスタッフが多い(図
2)．仏研究機関には教育職(professeur, maître de 
conférencesなど3)と授業の受け持ちのない研究職
(CNRS研究員など)の人々が混在し，技術職にして
もリサーチエンジニア(IR)，スタディエンジニア(IE)，
テクニシャンなど職種がかなり細分化されている．隕
石の鉱物の研究者でも，試料準備はエンジニアに任
せているから自分で薄片なんかつくったことがない，
と豪語する人もいて驚いた．計算系のラボでは情報
技術者(informaticien)が活躍しているとも聞く．こ
のように，フランスのラボではなんでもかんでも自分
でやるというよりは自分の役割に集中して専門性を
磨くことが美徳である印象を受けた．日本全体でど
うかはわからないが，東北大の地学の先生方は教務
と並行してご自身で頭も手も動かしさらに学生も巻
き込んで研究を進めている印象だったのでスタンス
の違いを実感した．一方フランスでは，分業制が進ん
でいるためか，わからないことや不具合などがあると
すぐに人に訊く文化・訊ける土壌があると感じる．在室

中は皆オフィスのドアを開けたままにしていて，用がな
くても相手が作業中・議論中でも通りすがりに「Salut 
!」と声をかけるし，廊下やコーヒーメーカーの周りで
雑談をたくさんする．わたしは人に質問する前に質問
するための基礎知識を自力で埋めようとして結果的に
時間がかかってしまうことが多いのだが，最近はラボ
の雰囲気のおかげで「知らない」「わからないので教え
て」と言うハードルがだいぶ下がった．
　 また パリ近 辺 に は Inst itut de physique du 
globe de Paris ( IPGP)をはじめとする地球惑星科
学の研究所や天文台などが多数あり，滞在期間の長
短を問わず世界中から研究者が集まってくる．セミ
ナーやワークショップなども頻繁に開かれ，惑星科
学のさまざまな分野の研究者と話す機会が(わたし
が学生時代を過ごした仙台よりも)多いのもありがた
いと感じる．欧州で開かれる国際会議もパリからだ
と非常に行きやすい．
　ところで，欧州人は環境問題への意識を強く持っ
ていて，CO2排出量を抑えるために飛行機で2時間
のところを電車で12時間かけて移動する選択をとる
人も少なくない．最近ラボで議論にあがっている新
ルールの提案例として，鉄道で6時間以内で行ける
出張では飛行機を使わない，チームごとに年間に排
出できるCO2量を制限する(たとえば誰かが頻繁に日
本に出張するとブーイングをくらう可能性がある)，と
いうものがある．このCO2排出量の計算に郵送物も
含めようかという議論が冗談なのか本気なのかわか
らないトーンでなされるほどだ(そうすると，必然的に
日本からの試料の送付はより”コストが高く”なる)．
島国かつ誰もが時間に追われている日本で今すぐ同
じ取り組みをするのは難しいが，冷房設備のないパ
リでの猛暑を経験すると地球温暖化は決して他人ご
とではなく，普段の行動から少しずつ変わっていくも
のである．

2博物館に籍があるため，博物館の全施設(企画展や動物園を含む)
に同伴者1名とともに無料で入場できるのもよかった．
3博物館所属の”教育職”の場合は授業の代わりに博物館の運営や
試料の収集・管理などが主な業務になりうる．



261

図2：	ラボの面 ．々夏のバカンス前の手巻き寿司パーティでの一枚．筆
者(入り口付近の物陰にいる)が炊いた3 kgの酢飯が完売する
盛況ぶりだった．

6．博物館での研究

　博士研究からの流れで，炭素質コンドライトの酸
化還元状態，とりわけ含水鉱物中の鉄の価数状態
に興味があり，さまざまなタイプの試料について調べ
てみたいと思っていた．ボスであるMathieuは小天
体から惑星，鉱物から同位体化学まで博識かつ興味
の幅が広いのだが，Stoneチームではリュウグウ試料
の鉄の酸化還元状態の分析(メスバウアー分光)を担
当していた．また当時博物館で職を得たところだっ
たJean-Christophe Viennet博士も含水(粘土)鉱
物のプロとして一緒に研究を進めてくれることになっ
た．MathieuもそうだがJean-Christopheもとに
かく面倒見がよく，コーヒーカップを片手にふらっと
現れ，議論にも世間話にも仏語の練習にもよく付き
合ってくれた．フランス人は早く帰って家庭の時間を
大切にするとよく言われるが，彼らは間違いなく帰宅
後も週末も仕事をしていた．わたしが特に感銘を受
けたのは，最初のミーティングでふたりが「ポスドク
のボスとしての最大のミッションは，ポスドクに任期
無しの職をとらせること」と言ってくれたことである．
ふたりのコネクションとプロジェクト雇用のポスドクと
いう立ち位置をフル活用したことで，非常にスムーズ
に多種の分析装置にアクセスすることができた．実
際，試料を持ってパリとその郊外，リール，グルノーブ
ルなどをまわり，X線回折，赤外分光，電子顕微鏡，
STXM/XANES , 放射光メスバウアー分光などあ
らゆる分析をした．余談だが，このとき役に立ったの
が自前のツールセット(図3)である．修了時に中村先

生の真似をして揃えたものだったが4，どこにいって
も周りの人からwell organized, very Japaneseと
称賛された．なので海外に行かれる際には自分の使
い慣れたツールを持っていくことを強くおすすめした
い．ブランドにもよるが，外国で同じものを揃えようと
思ってもそううまくいかないことがある．また，隕石
試料を保管のために薬包紙に包んで折りたたむたび

「Japanese Origami !」と珍しがられた(図3)．
　結果的にポスドク開始半年で有り余るほどのデー
タが集まったのだが，並べてみると当初わたしが持っ
ていた仮説とは合うような合わないような結果となっ
た．その折にMathieuからのインプットや近隣機関
(特にIPGP)の研究からのインスピレーションを受
け，個々の隕石試料のプロパティというよりはコンド
ライトの酸化還元度というより大きな枠組みでの議
論に切り替え，論文として世に出すことができた[4]．
出版後はMathieuとJean-Christopheが (わたし
よりも)大々的にこの論文を宣伝してくれ，シャンパー
ニュでお祝いもした．
　彼らの宣伝の甲斐もあり，仏国内の複数ラボがセミ
ナーに呼んでくれた．日本にいろんな都市があるよう
にフランスの各都市にも違った魅力があり，出張先で
景観や地方料理を堪能できるのはお得な気分になる．
そして違うラボの人からいろいろなフィードバックがも
らえるのもポスドク冥利に尽きるというものである．

図3：	自前のツールセットと薬包紙に包んだ試料粉末（右下）．

4弘法は筆を選び，能書は好筆を用う．ラボに転がっている共用ピン
セットは汚れていたり折れていたりすることがある．

遊星人の海外研究記 その19 ～外様以上，パリジェンヌ未満～／天野
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7．パリで出会う日本人

　パリには理系研究者のコミュニティとして，パリ日
本人研究者会(通称・生物会5)や若手物理の会などが
あり，毎月セミナーや食事会を通して意見や情報を
交換する機会がある．学生から任期無し職の方まで
が所属しており，暮らしの相談から研究のことまで
大変お世話になっている．また，パリにいる日本人と
いうだけで，日本にいたらお目にかかることすら難し
いであろう方 と々お話しする機会をいただくこともあ
る．たとえば大使館やJSPSの方々，JAXAの理事の
方々，研究者のキャリア形成を研究・支援する方など
がそれにあたる．特に科学者以外の方と話すのはと
ても新鮮で，お話の内容はもとより，立ち振る舞いか
らですら学ぶことが山ほどある．またこちらも一人前
の研究者として意見を求められるので思わず背筋が
伸びる．
　このように公私ともに貴重な経験が得られ，改め
てフランスに来てよかったなと思うとともに，ここで
学んだこと，築いたネットワークは一生の財産であ

ると感じる．最後になってしまったが，この場を借り
てこれまでお世話になった先生方，特に中村先生，
Eric，Pierre，Mathieu，Jean-Christophe，そし
てパリで出会った方々，一時帰国で温かく迎えてくだ
さる皆様にも感謝申し上げたい．ありがとうございま
した．
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1. はじめに

　日本が参画している次世代国際超大型光学赤
外 望 遠 鏡 計 画であるThirty Meter Telescope 
(TMT) は，従来の望遠鏡を遥かに凌駕する集光
力・画像感度・空間分解能を有し，太陽系外惑星にお
ける生命探査や初代星・銀河の進化過程の解明をも
たらすことが期待されています．太陽系外惑星や太
陽系内天体の観測に加え，惑星探査ミッションとの
連携も期待されていることもあり，日本惑星科学会
からも計画の推進と実現に力強い支援を頂いていま
す．TMTの運営・建設を担う TMT Internat iona l 
Observatory (TIO)では，2022年末から2023年
前半にかけてNSF PDR (Prel iminary Design 
Review)が行われ，2024年10月には 2024 TMT 
DSC (Deta i led Science Case)が 公 開されまし
た．また，ELT-JWST研究会が2回開催 (2023年12
月 ロサンゼルス，2024年6月仙台)され，今後数十年
で地上大型望遠鏡と宇宙ミッションの間に，さらに
多くのエキサイティングな発展と戦略的相乗効果が
期待できます．そこでTIO全体の機運に乗じ，日本
国内でもTMTサイエンスを強化し新しいサイエンス
ケースを創造するために，サイエンスワークショップ

シリーズ TMT-ACCESS ( TMT eArly Career 
Centered，Engineers -Scient ists Synergy) を
若手研究者が主体となって運営し，2023年から毎年
継続的に開催しています．
　新しい建設タイムラインの下でTMTによる新た
なサイエンスケースを幅広く検討するために，TMT-
ACCESSはディスカッションに重点を置いた分野横
断型のサイエンスワークショップとなっています．分
野横断型とすることで，異分野の研究者間の交流を
生み，各分野の境界領域にあるような新しいサイエ
ンスケースを創出することを目指してきました．また，
望遠鏡・装置開発者と科学研究中心のサイエンティス
トの相互理解を促進できるようなディスカッションや
プログラムも提供し，サイエンスケースから次世代装
置の計画・提案にもつながるような議論の場を提供し
てきました．
　TMT-ACCESSでは，分野・研究手法/波長を問
わず，将来TMTを利用した研究を行いたい研究者
からの参加を期待しています．特に，これまでTMT
サイエンス検討に関わる機会がほぼなかった若手研
究者 (大学院生含む)からの参加を強く推奨していま
す．

2. 実施概要

　これまでにTMT-ACCESSは3回開催され (第一回: 
2023年9月@TMT International Observatory，米
国・パサデナ[1,2]; 第二回: 2024年6月，東北大学青葉
山キャンパス，仙台 [3]; 第3回: 2025年7月，国立天文
台三鷹キャンパス，東京[4])，それぞれの回で世話人・招
待講師含めて30-50人程度の参加者がありました (図

TMT-ACCESSワークショップの紹介
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3)．本ワークショップは基本的に 1)招待講演，2)ラボ
ツアー，3)グループワーク，4)最終プレゼンと各参加者
のレポート，で構成され，特にサイエンス・エンジニアリ
ングのバックグラウンドに関わらず様 な々分野の研究者
が交流し将来的なサイエンス，新たな装置という目標
に向かって自由な議論が出来る場所を目指しています．
またグループワークでの交流と自由な議論を重視して
おり，基本的には対面での参加者のみを想定しており
ます．
　第一回はTMTの装置開発に直接関わっている
TIO・Caltechのスタッフや研究者の方達による招
待講演や，装置開発製造を行っているTMTラボの
ツアーを通し，TMTの望遠鏡や観測装置に関連す
る基本的な知識をインプットできただけでなく，この
ような超大型望遠鏡の準備が着実に進んでいるとい
う事を自分たちの直接的な体験として知ることがで
き，非常に有意義なものとなりました．各招待講演
では日本とのコラボレーションを具体的に紹介して
いただいて日本の若手研究者がTMTにより参画す
る事を期待されているという事が実感でき，将来計
画に対してより強いモチベーションへと繋げる事が
できました．またハワイエンゲージメントとしてすばる
望遠鏡でアウトリーチスペシャリストを務められてい
る嘉数悠子氏にはTMT建設反対派とどのように対
話を進めているかを紹介していただきました．特に
SNSなどを運用してしまうとTMT推進のためのプ
ロパガンダになってしまうからあえて行わないという
お話は非常に印象的で，人知れず重大な仕事を進め
られているお姿に大きく感銘を受けました．
　第二回は「日本がリードする20年後の光赤外線天
文学」をテーマを設定し，東北大学において開催され
る国際会議 "ELT Science in Light of JWST” と
併せて開催しました．招待講師の皆さまに宇宙論・マ
ルチメッセンジャー天文学・銀河形成・系外惑星など
の各分野のレビュートークをして頂いたほか，東北大
学天文学専攻および地球物理学専攻のスタッフの皆
さまにご協力頂き，天文学のみならず太陽系科学・探
査に関する様々な観測装置・実験装置の開発現場の
ラボツアーも実施しました．グループワークでは，実
際にTMTの観測装置開発においてサイエンス要求
と装置性能を結びつけるために用いられている「サイ
エンスフローダウンマトリックス」を参照し，レビュー

講演を通じ学んだこの先10年間に予想される天文学
の発展を踏まえて，TMTで取り組むべきサイエンス
の強化・創造とその実現に必要な観測装置・装置性能
について具体的かつ現実的な検討を行いました．
　第三回は「極限性能を引き出すための装置開発の
課題とブレークスルーに向けて」というテーマを設定
し，第二回までは将来サイエンス中心で具体的な装
置開発の議論まで進められなかったという課題に取
り組むため，すばる望遠鏡・せいめい望遠鏡・東京大
学アタカマ望遠鏡(TAO)に関する装置開発に携わっ
ている方々を中心に招待し，また国立天文台・先端技
術センターや東京大学・天文学教育研究センターの装
置開発を進めているラボへのツアーを行い，第二期・
第三期以降の具体的なTMTの装置開発に重点をお
いたワークショップを目指しました．更に，今回はグ
ループワークの前にJWST (ジェイムズ・ウェッブ宇宙
望遠鏡) 特別セッションを開催し，各招待講演者に
は最新の観測成果の紹介とそれを元に将来的な観
測装置に期待したい内容を議論していただきました．
また第三回からはTMT科学諮問委員会やTIOへの
コンタクトを希望する人に対してTMT-ACCESSを
通じてサポートできる体制を整えました．

3. 参加者統計

　図1にTMT-ACCESS 2025 (第三回)の参加者
統計, 図2にTMT-ACCESS過去3回分の参加者
統計のまとめを掲載します。まず過去三回Early 
Career ( 学 生+Postdoc) の 参 加 者 の 割 合 が い
ずれも5割を超えていました。参加 者のScience 
Categories (Backgrounds)は太陽系・星形成/系
外惑星・銀河進化・宇宙論/マルチメッセンジャー/装
置開発と幅広い分野に渡る一方で、特に第三回につ
いては星形成/系外惑星および装置開発の分野の
参加者の割合が増えた一方、銀河進化分野の参加
者の割合が減少しており、より幅広い分野・研究室へ
の呼びかけなどに課題を残しました。ジェンダーバラ
ンスについては男性8-9割、女性1-2割という傾向で
推移しておりますが、特に第三回については女性の
学生の参加者が0となっているところが今後の課題
として挙がっています。 
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図1：	TMT-ACCESS 2025 (第三回)の参加者統計 (image credit: 百瀬莉恵子)．

図2：	TMT-ACCESS 参加者統計 3年分の比較 (image credit: 百瀬莉恵子)．

TMT-ACCESSワークショップの紹介／鵜山，他
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4. 第三回世話人からのコメント

・森万由子 (アストロバイオロジーセンター)
　第一回は参加者として，第三回の今回は世話人と
してTMT-ACCESSに参加しました．今回は国立
天文台で開催ということもあり，普段同じキャンパス
内で過ごしつつも顔を合わせたことのなかった装置
開発の方々と知り合えたことが一番大きな収穫でし
た．開発棟のツアーでは，TMTの第1期装置IRIS
を始め，イメージスライサー，コロナグラフ，分光器な
ど，国立天文台が開発する様々な装置の開発現場を
目の前で見せていただきました．装置のサイズ感や
精密さといった感覚もあまり持ち合わせていなかっ
たため，ツアーで得た知識や感覚がその後の議論に
大いに役立ちました．
　グループディスカッションについては，実り多く，ま
た苦労も多いものでした．今回の目標は，(噛み砕い
て言えば)「実現可能性まで考慮しつつ夢の装置のア
イデアを突き詰めること」でした．身近な装置を使っ
て観測することの多い私は「与えられたスペックでど
のようなサイエンスができるか」という思考に縛られ
てしまうこと，そして装置開発の現実的なプロセスを
知らないので「これは夢物語かもしれないんですけ
ど…」という前置きをせずにはいられないこと，色々
な点で自分の不勉強を感じました．私たちのグルー
プは「波長分解能30万の夢の装置」を提案したわけ
ですが，一度道筋が立ってくると，削ぎ落としてはい
けない波長はどこか，既存の装置のアップグレード
で出せる性能の限界はどこか，と，より具体性が増し
てきて，定量的な議論がしやすくなったように感じま
す．装置開発のプロたちが，何にワクワクして，何に
頭を悩ませて装置をデザインしているのか，わずか
ながら垣間見ることができたことはとても良い経験
になりました．
　また世話人としては，どのような道筋を示せば議
論がスムーズに進むのか，どうにかこうにかイメー
ジしながら準備をしていたわけですが，大枠につい
てはうまく進んだ感覚があります．特に，各グループ
に少なくとも一人，装置開発のプロに入っていただ
いたおかげで，議論の方向性が定まりました．一方，
TMT-ACCESSシリーズ全体として，議論の結果を
どのようなアウトプットに繋げていくかという方向性

については色々な考え方がありそうです．様々な世
代・分野を通して､TMT-ACCESSがどのような場と
なることをコミュニティから期待されているのか，そ
のためには既存の枠組みで良いのか，改めて考えな
ければならない気がしています．

・米田謙太（ JA X A /宇宙科学研究所）
　私の研究が系外惑星のためのコロナグラフ技術の
開発で，まさにTMTで目指す重要なサイエンステー
マのひとつということで，第1回のTMT-ACCESS
の際に参加のお誘いをいただいたのですが日程が合
わなく参加できず，東北大で開催された第2回に一
般の参加者として参加しました。グループディスカッ
ションがメインのワークショップということで，幅広い
サイエンスや装置の研究を進める研究者の方と議論
し，装置の研究者としては，コロナグラフ以外の観測
装置の設計思想を学ぶことができました．
　第3回の今回は世話人として誘っていただき，主に
グループディスカッションの企画を担当することにな
りました．世話人の方 と々企画を進め，今回のグルー
プディスカッションでは，既存の（または現在検討さ
れている）装置のとある性能が向上した夢の装置が
あった場合，どんなサイエンスを目指すか，またその
ような装置を実現するためにはどんな技術課題があ
るかという流れで議論を進めてもらう形になりまし
た．各グループにおいて，サイエンス側の要求と装置
側の課題を議論することで，それぞれの研究の状況
を理解して，最終的に具体的なサイエンス案，装置
案としてまとめてもらえたと思います．装置の研究者
の立場としては，普段の研究で「ここの性能を向上さ
せるのは難易度が高い」と考えていたところと，サイ
エンスの研究者が要求する性能が一致しているとこ
ろがあり，今後，この技術開発を本腰を入れて進め
ていくべきだと思えたところが大きな収穫でした．
　今回は，上記のように議論の流れをあらかじめ世
話人側で用意していたことで，時間内に具体的な装
置案までまとめてもらえましたが，ディスカッション
の時間がもっと確保できれば，より自由に議論しても
らい，既存の装置にとらわれない奇抜な装置案が出
てくるとより面白いし，装置開発者としてはそういっ
た装置を実現するために，腕が鳴る研究課題を見つ
けられると考えています．もちろんワークショップの
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時間は限られているので，次回のワークショップでは
今回の結果を基に，より面白いワークショップにして
いければと思います．
　またTMTブログ[1- 4]の方にも他の世話人・参加
者からの感想を載せてあります．こちらにも目を通し
ていただければ，本ワークショップシリーズの雰囲気
を感じていただけるかと思います．

5. 総括

　TMTの建設が不透明な現状ではありますが，本
ワークショップを通して将来のサイエンスや装置開
発を議論する中で，TMTに限らず，すばる望遠鏡を
始めとする他の望遠鏡の将来計画にも繋がり得るよ
うな議論が湧き始めています．今後も参加者のバッ
クグラウンドは限らず，むしろこれまで以上に様々な

分野の皆さんに参加していただけると，更に多くの
視点で将来の観測的研究を議論できる楽しいワー
クショップになる事を世話人一同期待しております．
TMTでは太陽系外惑星や太陽系内天体といった日
本惑星科学会の会員の皆さまが研究対象とする天
体の観測も，重要サイエンスの一つと位置付けられ
ており，今後ますます議論が発展していくことを期待
しています．一方で，興味はあるもののほとんど知ら
ない人がいるところに一人で参加する，というところ
でハードルを感じる学生や若手研究者もいるかもし
れません．若手研究者主体で将来計画を自由に議論
するワークショップと銘打っておりますが，シニア研
究者の方々も是非ともご参加いただいて将来計画の
議論に混じっていただくだけでなく，周囲の学生や
若手研究者が気軽に参加できるよう背中を押してい
ただけると幸いです．また世話人として協力していた

図3：	第三回ワークショップ　参加者集合写真．

TMT-ACCESSワークショップの紹介／鵜山，他
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だける方や，ワークショップの運営について忌憚ない
ご意見を伺える方も随時募集しております．
 最後に本ワークショップシリーズはTMT戦略基礎
開発研究経費，中辻財団を始めとする研究会補助，
国立天文台TMTプロジェクト，並びにご参加いただ
いた皆様のおかげで有意義なワークショップを開催
する事ができております．こちらにて改めて感謝申し
上げます．

参考文献

[1] TMTブログ「若 手 研 究 者によるTMTサイエンス
ワークショップ が 開 催」, https://tmt.nao.ac.jp/
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[2] TMT International Observatory News “TMT 
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www.tmt.org/news/622 （閲覧日：2025/10/27）
[3] TMTブログ「若手研究者�技術者によるTMTサイ

エンスワークショップ第2回が開催」,  https://tmt.

nao.ac.jp/blog/1864 （閲覧日：2025/10/27）
[4] TMTブログ「TMTサイエンスワークショップ第3回

が開催」, https://tmt.nao.ac.jp/blog/1950（閲覧
日：2025/10/27）
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　本年度の惑星科学会フロンティアセミナーは，8月25
日(月)から28日(木)にかけて北海道石狩郡新篠津村の

「しんしのつ温泉 たっぷの湯」にて開催されました(図
1)．新篠津村でのフロンティアセミナーの開催は3回目
になります.今回のフロンティアセミナーの参加者は30
名ほどで,学部生や道外からの学生の参加も多く，また
とない交流の機会ともなりました．宿泊先では，北海道
ならではの食材をふんだんに使った食事が堪能でき，
温泉にもゆっくり浸かって日頃の疲れを癒すことがで
きました．夜の懇親会では，普段お話しする機会のない
先生方や他大学の学生とお酒を酌み交わしながら研
究について語り合うことができ，大変貴重な時間となり
ました．個人的には早朝会場近くの篠津湖をランニング

できたのが思い出深いです．夏とは思えない涼しい風を
感じながら，視界いっぱいに広がる田園風景の中を走
るのは格別でした．
　ここからは2日間にわたって行われたセミナーの内容
についてご紹介します．今回の講師は犬塚修一郎先生
で，「銀河系における星形成」というテーマでご講演い
ただきました(図2)．セミナーは以下の4つの章で構成さ
れていました; 1.概要. 2.星間物質と星形成. 3.原始星
形成・星団形成. 4.原始惑星系円盤. 第1章では，銀河
のバブル構造に関して,犬塚先生ご自身の最新の研究
を交えてお話しいただきました．第2章では,超新星爆発
の衝撃波による銀河内構造の発達について解説してい
ただきました．第3章では，分子雲コアからの星形成に
ついて，第4章では，原始惑星系円盤の進化における
磁場とアウトフローの働きについて詳しく解説していた

1.北海道大学理学院宇宙理学専攻
fujisawa@ep.sci .hokudai .ac.jp

惑星科学フロンティアセミナー2025参加報告

藤澤 卓也1

図1:	道の駅しんしのつ前での参加者集合写真.

惑星科学フロンティアセミナー2025参加報告／藤澤
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だきました．惑星大気を研究している私にとって，普段
なかなか触れる機会のない内容で，銀河ハローから星
形成領域までの様 な々スケールでのお話は非常に興味
深く，大変勉強になりました．
　特に印象的だったのは，衝撃波による物質の相転移
でした．
　今回のセミナーには，学部生や道外からの参加者も
多く，犬塚先生は研究に用いられている物理について，
イメージだけでなく基本的な数式から丁寧に解説して
くださいました．本セミナーの様子はMOSIRプロジェ
クト (https://www.cps-jp.org/~mosir/pub/) に
よって記録されており，講義資料・動画はホームページ
上で公開されています．もし，興味がある方や詳しい内
容を知りたい方は，公開されている資料も参照してい

ただければと思います．
　ご多忙の中，2日間にわたる講義をしてくださった犬
塚修一郎先生に心より感謝申し上げます．また，本セミ
ナーの企画・運営をしてくださったフロンティアセミナー
実行委員会の皆様，そして参加費を補助していただい
た日本惑星科学会様にも感謝いたします．惑星科学フ
ロンティアセミナーは，様 な々分野の第一人者の方から
直接講義を受け，参加者同士で活発な議論を交わすこ
とができる貴重な機会です．分野を横断した交流を通
して，新たな視点や刺激を得ることができました．この
参加報告書が，来年度以降のフロンティアセミナーをさ
らに盛り上げる一助となれば幸いです．

図2:	セミナー中の様子. 写真奥が講演中の犬塚先生.

著者紹介
藤澤 卓也

北海道大学理学院宇宙理学専攻．
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　今年大きな話題となったEXPO2025 大阪・関西万
博のスイス館にて，私の研究やスイスでの研究生活に
ついてお話しさせていただく機会がありましたので，報
告いたします．
　万博会場内のスイス館にて，ベルン大学および在大
阪スイス領事館の主催で“University of Bern Day 
at the Swiss Pavilion”というイベントが4月に開催さ
れ，講演とパネルディスカッションを行いました(図１)．
私は，博士学生時に5ヶ月間と博士取得後にポスドクと
して4年4ヶ月間，ベルン大学で研究生活を送っておりま
したので，その縁もありご招待いただくことになりまし
た．私のめくるめく(?)スイス生活については，ぜひ拙文

「遊星人の海外研究記 その15」をご一読ください[1]．ま
た，このイベントについては，現在私が所属する鹿児島
大学天の川銀河研究センターの広報誌でも紹介させて
いただいていますので，そちらもご覧いただければ幸
いです [2]．
　さて，このイベントのアイデア自体は，昨年末に
ベルン大学を訪れた際に，ベルン大学の研究機関 
Center for Space and Habitabilityの広報のSophie 
Krummenacher氏 から お 話をいた だきました．
Krummenacher氏には，ベルン在住の日本語話者向
けの講演会を一緒に企画したり，在スイス日本国大使
館とベルン大学の共催で日本スイス国交160周年の記
念講演会を開催していただいたりと，これまでも大変
お世話になっておりました．スイスパビリオンでベルン

1.鹿児島大学 大学院理工学研究科 天の川銀河研究センター
yuhito.shibaike@sci .kagoshima-u.ac.jp

EXPO2025 大阪・関西万博スイス館における
招待講演及びパネルディスカッションの報告

芝池 諭人1

図1:	イベントでの講演の様子（[2]の図より転載）．

EXPO2025 大阪・関西万博スイス館における招待講演及びパネルディスカッションの報告／芝池
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大学として展示を行うことになっているが，ぜひまた講
演会を開いてみてはどうでしょう？と提案いただき，ぜ
ひぜひやりましょう，と快諾したのでした．
　しかし，実際に執り行われたイベントは，この時の
相談内容とはかなり違う形式となりました．あれよあ
れよという間に，在大阪スイス領事館のFabbri翼氏，
ベルン大学学長のVirginia Richter教授，JAXA/
ISAS所長 の藤 本正樹 教 授， ベルン大学Audrey 
Vorburger助 教，Insel Group及び ベルン 大 学 の
Matthias Wilhelm教授，京都大学の谷口忠大教授，
そしてオンラインでESAのMarco Sieber宇宙飛行
士，という，錚々たる方々が参加することとなり，イベン
トの規模が大きくなっていきました．私なぞが講演して
良いのか甚だ不安でしたが，せっかくいただいた機会
ですので，覚悟を決めて臨むこととなりました．国家プ
ロジェクト絡みの案件ということもあり，イベントの詳
細は二転三転し，Krummenacher氏も大変苦労され
ていたのを覚えています．私としては，「講演すべき内容
さえおおよそ決めていただければ，英語日本語でも対
応できます」と伝え，あとは「座して待つ」しかありません
でした．一番驚かされたエピソードは，万博会場内のレ
ストランをイベント参加者用に抑えてあったそうなので
すが，急遽私たちのランチはお弁当になった，というも
のでした．その時間で代わりにJAXAの展示や某モビ
ルスーツを見ることができたので，私としてはそれでよ
かったのですが(図２)．
　さて，そんなこんなで始まったイベントでしたが，結果
としては，非常に良いものになったと自負しております．
まずFabbri氏と Richter教授からウェルカムトークが
あり，その後私が“Unveiling the birth of planets”と
題した講演を行いました(図１)．惑星がいかに誕生する
のか，日本の「京都モデル」やスイスの「世界初の系外惑
星の発見」など，これまでの研究の流れと現在の理解
について，最新の数値計算や観測をふんだんに盛り込
みつつ，解説しました．皆真剣な表情で聞いてくださり，
分野外の皆様にも，惑星形成について興味を持ってい
ただけたかな，と思っております． その後，藤本教授，
Vorburger助教，Wilhelm教授，谷口教授，Sieber
飛行士から，それぞれのご専門についてのトークがあ
りました．内容は，宇宙探査，医療，そしてAIといっ
た幅広い内容に及び，いずれも非常に興味深いもので
した．そして最後には，上記5名になぜか急遽私も加わ

り，“Exploring Space, Advancing Human Health: 
How Space Research, Medicine and AI Shape 
Our Future”と題したパネルディスカッションを行いま
した．司会のVorburger助教に壇上から手招きされた
時はかなり焦りましたが，ディスカッション中には私に
もお話を振っていただき，事なきを得ました．分野の垣
根を超えたディスカッションは，「多様でありながら，ひ
とつ」の理念を謳った大阪・関西万博にふさわしい内容
であったと思います．そして，その後のネットワーキング
会では，イベントに参加されたさまざまな分野の研究
者や企業の方と(スイスワインに舌鼓を打ちながら)お話
しする機会があり，これまた大変勉強になりました． 
　イベントの最後には，スイス館長Manuel Salchi
氏直々の解説の元，スイス館を見学させていただきま
した．ESA主導のRosetta，JUICE，そしてComet 
Interceptor計画では，ベルン大学により作成された
質量分析器が搭載・搭載予定であり，その展示がありま
した．Rosetta探査機は実際にチュリュモフ・ゲラシメ
ンコ彗星の組成を分析しており，その結果を元に再現
した彗星の「匂い」を嗅ぐこともできました．なんとも言
い難いちょっと腐ったような匂いで，お世辞にも良い匂

図2:	某MSの前ではしゃぐ私．
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いとは言えませんでしたが，とても貴重な体験となりま
した．今後彗星の論文を読むと，この匂いを思い出すこ
とになるのでしょうか．ちなみに，この展示の日本語の
説明文は，私が少し添削しました．スイス館に行かれた
皆様，「謎日本語」は見つからなかったでしょう？ 

参考文献

[1] 芝池諭人, 2024, 遊星人 33, 3.

[2] 芝池諭人, 2025, 天の川センターニュース No.9, 17.
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New faces

　私が初めて惑星科学会に参加したのは，博士号を取
得して1年半が経った2024年のことでした．
　私は「揮発性物質」をキーワードに，水星や彗星の大
気を対象として，その生成や散逸のメカニズムを探って
います．これらの大気は宇宙空間環境の影響を強く受
けるため，大学院時代は大気・プラズマ環境を主軸とす
る地球電磁気・地球惑星圏学会（SGEPSS）に参加して
いました．一方で，水星や彗星の大気を構成する原子の
多くは表層からの脱離や昇華によって供給されるため，
大気と表層を繋ぐ現象を本質的に理解するには，地質
学的な視点が欠かせません．そこで私は，博士号取得
を機に思い切って地質系のコミュニティに軸足を移すこ
とにしました．
　私が取り組んでいるのは，太陽系の内側・外側境界
や希薄大気といった “境界領域” に関する研究で，専
門に扱う研究者は国内ではごくわずかです．そのため，
惑星科学会でもSGEPSSでも少し異色の領域かもしれ
ませんが，そこにこそ太陽系の揮発性物質の進化史を
読み解く鍵があると信じています．私がこのニッチな分
野に飛び込んだ背景には，「太陽系や惑星の初期状態
や物質進化の過程を知りたい」という強い関心がありま
す．水星は太陽に最も近い惑星として，太陽系内側境界
の制約を与えます．一方で，彗星は太陽系初期の姿を比
較的よく保持している上，初期太陽系において揮発性
物質を運ぶ重要な役割を担っていた可能性があります．

水星と彗星という2つの “すいせい” を結んで考えるこ
とで，太陽系の物質進化の全体像に迫れるのではない
か？そう考えて，現在の研究テーマに至りました．
　これまで私が行ってきた水星と彗星の大気の研究に
は，多くの共通点があります．
・観測データが限られるため，複数の手法を組み合わ

せる必要があること
・表層や宇宙空間環境との繋がりが強く，大気だけ  

では研究が完結しないこと
・日本国内では同じ分野の研究者が非常に少ないこと
そのため，JpGUでもドンピシャと思えるセッションを見
つけるのは容易ではなく，これまでに惑星大気圏・電離
圏，惑星科学，水星といったセッションを渡り歩いてき
ました（水星セッションができたのはここ2年の話です）．
SGEPSSでも，大学院生の頃は水星に関する発表は
BepiColomboの概要の発表と自分の発表くらいしか
ありませんでした．火星は丸一日セッションが続くのに
……．議論したくても相談できる相手がなかなか見つけ
られず，「研究友だち」を作るのも難しい日々でした．
　博士課程では，コロナ禍や博士論文執筆スケジュー
ルの関係で，国際学会に対面参加することができませ
んでした．しかし，博士課程修了後に初めて対面で国
際 学 会 やBepiColombo SWT (Science Working 
Team) ミーティングに参加すると，一気に世界が変わ
ります．「世界には近い分野の研究者がこんなにいるの

1.宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 太陽系科学研究系
2.Center f or Space Phys ic s , C o l l ege o f Ar t s a nd 
Sciences, Boston University
yudai .suzuki.planets@gmail .com

鈴木 雄大1，2

（宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 太
陽系科学研究系，Center for Space Physics, 
College of Arts and Sciences, Boston 
University）
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か」「世界には，観測データも数値計算モデルもこんな
に豊富にあるのか」––井の中の蛙，大海を知りました．
さらに，水星のサイエンスは内部–表層–大気–磁気圏–
宇宙空間環境がシームレスに繋がっており，多様な分野
の研究者が一堂に会するため，BepiColomboミーティ
ングでは「仲の良い友だちの発表なのに，何を言ってい
るのか全く分からない！」という悲しい状況も頻発しま
した．その度に，もっと勉強しなくてはという気持ちが
湧き上がりました．また，「日欧共同探査計画なのに，日
本側のプレイヤーが少なすぎる」という強い危機感も抱
きました．
　そこでこの数年友人たちと力を入れて取り組んでいる
のが，国内若手水星研究者コミュニティの拡大です．昨
年度は “Mercury: The View After MESSENGER” 
という教科書の輪読を行いました．今年度は，この教
科書以降に出版された論文を中心とした論文紹介ゼミ
を実施しています．また，9月には水星を用いた比較惑
星学的研究の立案をテーマとした研究会を北海道大学
にて実施しました．研究会については近 こ々ちらの遊・
星・人に記事を掲載予定ですので，そちらもぜひご覧く
ださい．こうした取り組みで特に嬉しかったのは，現在
水星の研究を行っていない方も数多く参加してくださっ
ていることです．ずっと参加してくださっている方の中に
は，最近水星研究に転身した方も複数います．今後もこ
のコミュニティを中心に国内における水星研究の存在
感を高め，さらに世界の水星コミュニティにおける日本
の存在感も増していけるよう努力していきたいと思いま
す．
　現在，私はJAXA宇宙科学研究所に籍を置きなが
ら，Visiting Fellowとしてボストン大学に1年間滞在し
ています．アメリカでは，MESSENGER探査機のデー
タ解析や水星大気のモデル計算を得意とする研究チー
ムに入り，1年後のBepiColomboの水星周回軌道投入
に向けて準備を進めています．先にも触れたように，水
星研究のコミュニティは依然として日本よりも欧米の方
が大きく，2年前にはBepiColomboの水星スイングバイ
観測データの解析のためにフランスに約5ヶ月（2.5ヶ月
×2回）滞在しました．今回は，「次はアメリカの文化を吸
収しよう」という思いでアメリカへの渡航を決めました．
　正直に言うと，自分は新しい環境への不安が大きい
方だと思います．渡航を決めたのは100%自分の意思な
のに，出国前は直前まで「研究環境が最高なのは分かっ

ているけれど，海外に行くのは嫌だ！」と何度も嘆いて
いました（日本での環境が快適すぎて離れたくない，と
いうのもあります！）．そういえば，2年前にフランスに滞
在した時も全く同じことを言っていた気がします．そして
実際に渡航してみると，案の定ドタバタの連続でした．
大学での手続き・オリエンテーション，家探し，銀行口座
の開設……．特に，15件以上の物件に問い合わせメー
ルを送って2件しか返信が来なかったときは，さすがに
心が折れかけました．今はどれもほとんど落ち着き，新
しい研究生活を楽しめています．所属する研究グルー
プとは，水星研究だけでなく紫外線観測装置の開発な
どでもキーワードが共通しているため，いろいろなプロ
ジェクトに関わっていけそうです．これから1年間で，自
分の研究テーマをさらに広げつつ，新しい分野との繋
がりも増やしていければと思っています．今は「1年後に
アメリカを離れるのはもったいない！でも，日本には早く
帰りたい！」という矛盾した気持ちを同時に抱えていま
す．
　大学の人たちも街中の人たちも，とても丁寧でにこや
かです．物価が非常に高く，残念ながら頻繁に外食や
観光を楽しむのは難しいのですが，ボストンはアメリカ
独立運動が始まった地（ボストン茶会事件！）として知ら
れ，国内でも最も歴史のある街のひとつです．人 と々繋
がっていく上で，研究だけでなく街の文化や歴史を知る
ことも大事だと思っています．学園都市としてのボストン
を満喫しながら，生活そのものからも多くを吸収したい
と思っています．渡航からまだ1ヶ月ほどですが，ようや
く研究と生活の両輪が回り始めました．この1年を通し
て，国際共同研究の現場で得られる経験を最大限に吸
収し，日本に持ち帰りたいと思います．
　私はこれまで，観測データの解析・数値計算モデルの
構築・観測装置の設計・開発といった多様な手法を用い
て，水星・彗星の表層から希薄大気，そして宇宙空間環
境の間の相互作用を追いかけてきました．これらの研
究を進めるうえで，表層–大気–プラズマの間の現象の
繋がりだけではなく，探査を円滑に進め成果を最大化
するための理学–工学の繋がり，そして世界の最先端を
取り入れるための日本–世界の繋がりが欠かせません．
これからも，こうした多様なコミュニティの橋渡し役とし
て，惑星科学の発展に貢献できる研究者を目指してい
きたいと考えています．今後ともどうぞよろしくお願いし
ます．
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　はじめまして，国立環境研究所に所属している渡
辺泰士と申します．2025年から惑星科学会に入会さ
せていただいております．私はこれまで，地球や惑星
の表層環境がどのように形成されどのように変動し
てきたのか，さらに生命の出現や進化とどのように
相互作用してきたのかについて，数値シミュレーショ
ンによる理論的研究を行ってきました．2022年3月に
東京大学大学院理学系研究科の田近英一教授のご
指導のもとで博士号を取得しました．その後，短期
間ではありますが東京大学大気海洋研究所の阿部
彩子教授のもとで特任研究員として勤務し，その後
は気象庁気象研究所において約3年間にわたって派
遣職員として研究開発業務に従事しました．2025年
4月からは国立環境研究所に着任し，現代から地球
温暖化が進行した将来の気候や物質循環に関する
研究を進めています．
　私が初めて惑星科学研究の最前線に触れたの
は，学部3年次の夏に国立天文台で実施された「サ
マースチューデント」というプログラムに参加した時
でした．RISE月惑星探査プロジェクトの竝木則行
教授のご指導のもとで，氷衛星の地形解析を体験さ
せていただきました．この経験は，それまで漠然と
地球惑星科学に興味を抱いていた私にとって，分野
への関心を明確にする大きな転機となりました．以
降，私は地球・火星・タイタンといった物質循環を持
つ天体の表層圏における気候や物質循環過程に強
い関心を抱くようになりました．学部4年次には，卒
業研究として東京大学大気海洋研究所の阿部彩子
教授のご指導のもと，北半球の氷床量変動を推定す
るモデルを用いて，約150万年前における長期的な
気候・氷床変動と地球軌道要素との関係について理
論的に検討しました[1]．その後，私は火星にも軌道
要素の変化と関連した気候変動が存在することを知
り，火星の気候システム変動に関心を持ち，東京大
学理学系研究科の田近英一教授の研究室に進学し

ました．修士課程の前半では，現在のように乾燥し
た条件にある火星の表層における二酸化炭素の挙
動およびそれに伴う気候変化について，南北一次元
エネルギーバランスモデルを用いて解析しました．こ
の研究成果は最近になって国際誌に出版することが
できましたが[2]，当時の私は火星をテーマとして研
究を続けることに不安を感じ，修士課程の途中で研
究テーマを初期地球の大気進化および生命圏との相
互作用についての研究へと変更し，博士課程の間も
継続して取り組みました．特に，約24億年前に発生
した「大酸化イベント」と呼ばれる地球大気酸素分
圧の上昇のメカニズム，さらにその際の気候・物質循
環・生命圏の相互作用について，様々な理論モデルを
用いて解析を行いました．2020年2月から3月には，
ペンシルバニア州立大学のJames F. Kast ing教授

（当時）の研究室に滞在し，大気光化学モデルの理解
を深める貴重な機会を得ました．この経験も踏まえ，
私は大酸化イベント発生以前の大気化学と海洋微
生物生態系との相互作用を再現する理論モデル，な
らびに炭素・酸素・リン・カルシウム・鉄・硫黄の地球
表層圏における収支を取り扱うことができる理論モ
デルなどを開発し，当時の大気および海洋の化学組
成やそれらと生物活動の相互作用を詳細に明らかに
してきました[3–7]．
　気象庁気象研究所への着任後は，気象研究所で
開発が進められている地球システムモデルの開発に
携わりました．とりわけ，私は植物の光合成などの活
動や植物の分布の変化，土壌への炭素の蓄積や微
生物による分解などの炭素循環に関わるプロセス，
さらには林野火災の分布の変化を推定することがで

1.国立研究開発法人国立環境研究所地球システム領域
watanabe.yasuto@nies.go.jp

渡辺 泰士1

（国立研究開発法人国立環境研究所地球シス
テム領域）
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きる動的植生–林野火災モデルの開発および導入を
担当しました．このモデルは，第7期結合モデル相互
比較プロジェクト（CMIP7）において，気象研究所
地球システムモデルの一部として採用される予定で
あり，地球温暖化予測の不確実性低減への貢献が
期待されます．さらに，業務と並行して初期地球およ
び系外惑星の大気進化に関する研究も行ってきまし
た．大気光化学モデルを用いて無生物の地球類似惑
星を想定した条件での大気組成をシミュレーション
することで，二酸化炭素・一酸化炭素・メタンといった
主要炭素種の存在量比や，大気一酸化炭素分圧が
急激に上昇する「CO暴走大気」の発生条件を詳細に
明らかにしました[8]．さらに，東京大学の学生らと
共同で，初期地球における原始的な海洋微生物生態
系の出現後における大気メタン分圧の応答とその挙
動の中心星スペクトルへの依存性についても詳細に
検討しました[9]．加えて，地球における大規模火成
活動に伴う大気組成の一時的な変動[7,10]や，中期
完新世(6000年前)および最終間氷期(12.7万年前)
における大気オゾン変動[11]に関する研究も行って
きました．
　私はこれまで地球表層圏の変動を軸に広く研究を
進めてきましたが，地球は現在までに生命の存在が
確認されている唯一の惑星であり，その大気・気候・
生態系の進化に関する理解は，検証可能な科学的フ
レームワークで系外惑星における生命存在可能性を
議論するうえで不可欠な基盤となります．このため，
地球表層圏の変動や進化についての理解は系外惑
星における地球類似惑星についての理解とシームレ
スにつながるものとして考えています．私のこれまで
の研究は，地球化学・気候学・生態学・惑星科学など
の多くの分野にまたがりますが，地球惑星環境にお
ける多圏相互作用を総合的に理解するという観点か
ら「地球惑星システム科学」と呼ぶことができます．
もっとも，一言で地球惑星システムといっても，時空
間スケールが異なれば支配的なプロセスも異なり，
同一の現象であっても別の概念や用語で語られる
こともしばしばあります．このため，地球惑星システ
ム全体を包括的に理解することは容易ではありませ
ん．私は分野横断的に地球惑星システムを理解する
ためには様々な分野で主体的に研究を行い，異なる
バックグラウンドを持つ研究者と密に連携すること

が不可欠であると考えています．そのような考えのも
とで，私は学生時代から研究テーマを選択してきま
した．学生時代から多くの研究を進める一方でなか
なか論文を出版できずもどかしい思いもしましたが，
広範な分野の知見を土台として広い視野で地球惑星
システムを理解する力を養うことができたと感じてお
ります．今後も，地球の過去・現在・将来にわたる気
候および物質循環系の挙動についての研究を軸に，
地球惑星システム変動の包括的理解を目指しつつ，
惑星科学分野にもこれまで以上に貢献していければ
と考えております．今後ともどうぞよろしくお願い致し
ます．
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日本地球惑星科学連合2025年大会
学生優秀発表賞 受賞者紹介

本学会が団体会員として参加している日本地球惑星科学連合の2025年度大会（5月25日-5月30日，幕張メッ
セ）において「学生優秀発表賞」を受賞された本学会の学生会員をご紹介いたします．項目は，(1)氏名，(2)
所属，(3)学年，(4)発表題目（英語），(5)発表題目（和文），(6)発表内容，(7)受賞コメント, の順です．

(1)	神田 恵太朗（かんだ けいたろう）
(2)	東北大学大学院 理学
    研究科 地球物理学専攻
(3)	博士1年
(4)	Lunar subsurface 

r o c k  s i z e - f r e q u e n c y 
d i s t r i but i on revea l ed 
by Chang’E - 4 Lunar Penetrat ing Radar

(5)	嫦娥4号の地中レーダー観測による月地下の岩石
サイズ-頻度分布調査
(6)	月面の形成年代や進化過程の理解を深めるた
め，これまで知られていなかった月地下の岩石サイズ
-頻度分布を調査した．電波を用いた非破壊の地下
計測手法である地中レーダーに着目し，岩嫦娥4号
に搭載された地中レーダーによる観測のシミュレー
ションを実施した．その結果岩石の大きさに応じて
観測波形が3種類の形態に変化することを明らかに
した．この結果を嫦娥4号の地中レーダーデータ解
析に適用し，初めて月地下の岩石サイズ-頻度分布を
算出した．
(7)	このような素晴らしい賞をいただき光栄に思いま
す．指導教員である熊本篤志先生，共著者である石
山謙先生，加藤雄人先生にこの場を借りてお礼申し
上げます．この賞に恥じることのないよう，今後も研
究活動に邁進します．

(1)	菖蒲迫 健介（しょうぶざこ けんすけ）
(2)	九州大学 大学院理学府 
　  地球惑星科学専攻
(3)	博士3年
(4)	Linear stabi l ity 

ana lysis of Boussinesq 
c o n v e c t i o n  w i t h 
exp l i c i t met hods a nd i t s ver i f i c a t i on 
using a high-precision part icle scheme

(5)	陽解法に基づくブシネスク対流の線形安定性解
析および高精度な粒子法による検証
(6)	陽解法に基づく粒子法（例えば，SPH法）は，計
算の並列化や複雑な現象の扱いやすさから，惑星内
部のダイナミクス計算に最適である．しかし従来の
手法には，計算精度と計算速度の点で解決すべき課
題があった．そこで本研究では，粒子配置の乱れに
有効な高精度な粒子法（最小二乗SPH法）を開発し，
精度問題を解決した．加えて，計算を高速化する手
法を導入し，それが物理的に妥当な解を与えるため
のパラメータ条件を，線形安定性解析によって理論
的に制約した．
(7)	この度は栄誉ある賞を賜り，誠に光栄に存じま
す．ご指導いただきました指導教員の吉田茂生先生
をはじめ，共同研究者の川田佳史さん，中島涼輔さ
んに深く感謝申し上げます．今後も惑星科学の更な
る発展の一助となれるよう精進いたします．

《目次へ
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products of forster ite
(5)	フォルステライト昇華生成物の実験的解明
(6)	惑星の材料となるケイ酸塩ダストの昇華は，太陽
系初期化学進化の重要なプロセスである．近年，ア
ルマ望遠鏡を用いた高解像度観測により，大質量星
近傍の円盤内側でSiOなどの難揮発性分子が検出
され，生成経路としてダストの昇華が提案されてい
る．この検証を目的として，本研究ではケイ酸塩物質
の昇華生成物を同定するための新たな実験装置の
開発に取り組んだ（下図）．さらに，この装置を用い
てフォルステライト（Mg2SiO4）の昇華生成物を調べ
た．
(7)	多大なご助力を賜りました共著者の先生方に深
謝いたします．このような予察的発表での受賞は，研
究コンセプトの地球惑星科学的意義を認めていただ
いたものと受け止め，身の引き締まる思いです．論文
の形で成果をご報告できるよう，研究に邁進いたし
ます．

(1)	谷口 啓悟（たにぐち けいご）
(2)	東京科学大学 地球生命

研究所/理学院地球惑星
科学専攻

(3)	博士3年
(4)	Simulat ing the ef fects 

o f  s a l i n i t y  o n  o c e a n 
planet cl imates with 3D AOGCM

(5)	海洋惑星と呼ばれる，全球が深い海洋で覆われ
た惑星が理論的に示唆されている一方，海洋惑星の
海洋循環や熱輸送，特に深層循環ついては，技術的

(1)	狩生 宏喜（かりゅう ひろき）
(2)	東北大学 理学研究科 地球

物理学専攻
(3)	博士3年
(4)	A microphysics model 

of mult icomponent 
Venus' clouds with a 
high-accuracy condensat ion scheme

(5)	高精度凝結スキームを用いた多成分金星雲微物
理モデル
(6)	金星雲の構造を正確に再現することは，その複
雑な微物理的特性のため依然として困難である．こ
の問題を解決するため，我々は高精度凝結スキーム
を取り入れた微物理モデル「SPECK」を開発した．
1次元計算でSPECKを既存モデルと比較検証した
結果，微物理過程をより正確に計算できることが示
された．SPECKは凝結成分を変えれば任意の種類
の雲を計算できるため，太陽系内外の様々な惑星雲
研究への応用が期待できる．
(7)	このような栄誉ある賞を頂けたのは，指導教員
である黒田先生，寺田先生，また共同研究者，研究
室の皆さま，国際共同大学院の皆さまのご指導とサ
ポートのおかげです．この場をお借りして感謝申し上
げます．

(1)	稲田 栞里（いなだ しおり）
(2)	東京大学大学院総合文化

研究科 広域科学専攻相関
基礎科学系

(3)	博士1年
(4)	Experimenta l invest i -

g at i on o f sub l imat i on 
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な問題もあり理解が進んでいない．本研究では大気
海洋結合モデルMIROCを改良し，加えて深層循環
を駆動する塩分に着目しながら，海洋惑星の大気海
洋循環を検証した．塩分は子午面循環や海氷分布の
ほか，自励振動といった系のふるまいにも大きく寄与
することがわかった．
(6)	この度栄誉ある賞を賜ることができ，大変光栄
に存じます．小玉貴則先生，玄田英典先生，共同研
究者の樋口太郎さん，小長谷貴志さんには感謝を申
し上げるとともに，系外惑星気候の理解のため，さ
らに邁進していく所存です．

TOPへ↑
《目次へ
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期間：2025年8月18日（月）〜8月24日（日）
議題：JpGU-AGU 2026の惑星科学セッションの開催形態

運営委員会委員：
出席（21名）
　今村 剛，竝木 則行，大竹 真紀子，
　千秋 博紀，諸田 智克，三浦 均，百瀬 宗武，
　瀧川 晶，保井 みなみ，横田 勝一郎，癸生川 陽子，生駒 大洋，野村 英子，
　藤谷 渉，亀田 真吾，佐々木 貴教，野口里奈，鎌田 俊一，田中 秀和，
　坂谷 尚哉，黒川 宏之

欠席（2名）
　黒澤 耕介，田中 智

成立条件：期間内に議決返信のあった者を委員会出席とみなす．
議決方法：上記期間内にgoogle formから回答．

議題：
　JpGU-AGU2026における惑星科学セッションに関して，AGUとの共催とするか否かの決定を会長の一任とす
ることについて，承認を求める．

経緯：
　2025年6月の第172回運営委員会で，JpGU-AGU2026における惑星科学セッションの開催形態は英語セッショ
ンと決定した．

◇日本惑星科学会第173回運営委員会議事録

◇日本惑星科学会第173回運営委員会議事録
◇日本惑星科学会第174回運営委員会議事録
◇日本惑星科学会賛助会員名簿
◇日本惑星科学会主催・共催・協賛・後援の研究会情報

JSPS Information

JSPS Information

《目次へ
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　一方，2024年11月時点では，JpGU側へ「現時点でAGUとの共催セッションを希望しない」と回答している．な
お，共催セッションとは，AGUからコンビーナを出してもらい，JpGU・AGU双方所属の学会員がコンビーナを務め
るセッションのことである．英語セッションと共催セッションは同義ではなく，変更が必要なのであれば早急にイン
プットが必要である．ただし，共催セッションにするか否かが本当に各セッション判断なのか，あるいは全セッショ
ンにAGU推薦のコンビーナを入れることになるのかは未確定である．このように共催セッションとするか否かにつ
いては未確定要素が多く，また判断材料にも乏しい．したがって，今後，この件についてJpGU事務局に情報を求
めつつ，会長が副会長やコンビーナの皆さんと相談しながら判断することとしたい．

審議結果：
　議案は原案のとおり承認された（可21・否0） 

以上

日時：2025年9月3日（水）19:00 - 21: 00
場所：東京大学駒場Iキャンパス 21KOMCEE East K114＋Teams Meet ing（ハイブリッド）

運営委員：
出席者　20名
　今村 剛，竝木 則行，大竹 真紀子，
　千秋 博紀，諸田 智克，黒澤 耕介，三浦 均，百瀬 宗武，
　瀧川 晶，横田 勝一郎，癸生川 陽子，野村 英子，
　藤谷 渉，田中 智，佐々木 貴教，野口里奈，鎌田 俊一，田中 秀和，
　坂谷 尚哉，黒川 宏之
 
欠席者3名 （委任状：1通）
 　生駒 大洋，亀田 真吾，保井 みなみ

オブザーバー：
・渡邊 総務専門委員（事務局担当）
・平野 学会賞選考委員長

議題・報告事項：
1.	 2025年秋季講演会報告（成田 2025年秋季講演会組織委員長，代理：黒川 秋季講演会組織委員）
参加者 316 名, 講演数87+10+1+110 件．口頭発表 87 件（特別セッション10，最優秀研究者賞受賞）, ポスター
110 件(微減した)．学会本体からの補助なし，赤字なし（黒字10万円程度）の見込み．

2.	 2026年秋季講演会実施案（野口 2026年秋季講演会委員長，新潟大LOC）
9/14-17 に，朱鷺メッセ国際会議室（400 名入る）を押さえた．参加費は一般会員4,000円，学生会員1,000円，非

◇日本惑星科学会第174回運営委員会議事録
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会員6,000円を想定しているが，申請中の新潟県開催費補助金が半額承認の場合は会費2000円値上げを予定．優
秀発表者賞の審査や運営委員会は2日目にするなど選考委員会等と調整する．

3.	 2027, 2028年秋季講演会の開催地について（百瀬 行事部会長）
2027年度は神戸大学，2028年度は松江高専から承諾を得ている．可能であれば今後は4日間の開催を検討いただ
きたい．総会でも意見を募る．

4.	 年会費の変更について（竝木 副会長）
学会の会計状況・事務局・サーバの移行を考慮し，遊星人電子化だけでは赤字を免れないので，2027年度からの会
費の20%値上げを検討している．総会で値上げ案について説明する（2026年5月に具体的な値上げの案を提示し，
秋学会で採否を取る）．

（渡邉）20%の値上げ幅では破綻する恐れがある．これからの物価高も考慮して値上げ幅を再検討すべきでは．事
務局経費の減額交渉は難しい．

（千秋）10年後を見据えて，積立することを目的に30%値上げするのが良いのでは．
（諸田）積立分の値上げについては，学生に値上げの責を負わせないことも検討するのが良いのでは．
遊星人の電子化が具体的にいつから可能なのか，編集専門委員会で検討を進めてもらう．

5.	 事務局運営体制について（諸田 事務局体制検討部会長）
JpGU新システムの開発業者は9月中に決まる予定．新システムの本運用は2027年から予定している．
年内中に部会でJpGUと使用料の相談，新システムの機能の確認を行い，次期事務局体制の方針案を作成する．案
をもとに運営委員会で次期事務局体制を決定し，来年5月の総会で報告することとなった． 

6.	 第18期下期一般会計・特別会計予算案（横田 財務専門委員長）
例年通り．支出は学会誌が約300万円，事務局関連の管理費が約490万円を占め，赤字見込みである（このままでは
2027年度に口座残金が枯渇する）ので遊星人の電子化に加え会費値上げを検討している．

7.	 自然災害に伴う会費免除措置等について（横田 財務専門委員長）
早めの申請をお願いしたい．

8.	 遊星人の発行状況報告（三浦 編集専門委員長）
順調に発行している．
遊星人の電子化について
アンケート結果：約7割が完全電子化に賛成，電子化のコンセンサスが得られたと思っている．
アンケートを受けての電子化方針：「電子化+POD」で進める．
2026年の1月以降速やかに移行することを総会で提案する．

9.	 入退会状況報告（藤谷 総務専門委員長）
一般正会員 524 名，学生正会員 155 名．学生会員は昨年より 20 名程度増加．

10.	第64回総会の議長及び書記の推薦について（藤谷 総務専門委員長）
議長に豊川広晴会員，書記に清水雄太会員を推薦する．
上記は本運営委員会において承認された．

JSPS Information
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11.	2025年度最優秀発表賞・優秀発表賞選考結果について（平野 学会賞選考委員長）
今年度は 18 名の応募があった．予稿に基づき，10 名を本審査対象とした．審査の結果，最優秀発表賞を所司歩
夢会員と日向輝会員に，優秀賞発表賞を北出直也会員に授与することが提案された．
上記は本運営委員会において承認された．

12.その他
JpGU-AGUの惑星科学セッションについて （藤谷 総務専門委員長）
開催形態について，今後は会長に一任する．
セクションプログラム委員の選出方法について来年度以降どうしていくか相談する．

以上

2025年12月25日までに，賛助会員として本学会にご協力下さった団体は以下の通りです．社名等を掲載し，敬意と
感謝の意を表します．(五十音順)
・NV5 Geospat ia l 株式会社
・株式会社ノビテック

◇賛助会員名簿

(a ) 場所，(b) 主催者，(c) ウェブページ/連絡先など．
転記ミス，原稿作成後に変更等があるかもしれません．各自でご確認ください．

* 2025/11

* * 2025年11月25日（火）-11月28日（金）第69回宇宙科学技術連合講演会
(a) 札幌コンベンションセンター
(b) 日本航空宇宙学会
(c) https : //smartconf .jp/content/sstc69/

◇日本惑星科学会主催・共催・協賛・後援の研究会情報

TOPへ↑
《目次へ
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編集後記

　遊星人編集幹事の野津翔太です．今回の遊星人
は火の鳥はやぶさ・火星衛星MMX二本立て・金星あ
かつきの連載記事に加え，海外研究記 (フランス・パ
リ)・惑星科学フロンティアセミナー2025報告・TMT-
ACCESSワークショップの紹介・EXPO2025スイス
館でのイベント紹介など，日本惑星科学会員が活躍
する様々な活動の報告も含む充実したラインナップ
です．また，日本地球惑星科学連合2025年大会 学
生優秀発表賞 受賞者紹介についても，受賞者の皆
さんのコメント付きで掲載しております．2026年以降
も引き続き奮っての記事投稿，お待ちしております． 
　2025年10月中旬から下旬にかけて，アメリカ東海
岸に10日間ほど出張してきました．前半はボストン近
郊ケンブリッジのハーバード・スミソニアン天体物理
学センター (CfA) に滞在し研究議論やセミナー発
表を行い，後半はアメリカ国内の都市間移動では珍
しく鉄道 (人生初のアムトラック乗車) で2時間半ほ
ど北上し，メイン州ポートランド (オレゴン州の大都
市ポートランドとは大陸の反対側にある別の街です) 
で ”Astrochemistry in the Broadband Era - 
ngVLA & ALMA WSU”という将来計画議論を中
心とした国際研究会に参加してきました．情報交換
や研究議論・将来計画議論などを楽しみつつ終えた
研究会最終日の夜．夕食に向かうためポートランド
の街を歩いていたところ，街の中心部にある小さな

公園に日本の赤い丸型郵便ポストが2つも置かれて
いるのを偶然発見しました．なぜこんなところに日本
の郵便ポストが？と思い近づいたところ，ポストの横
側に「姉妹都市の東京都品川区から5周年を記念し
て1989年に贈られたプレゼントである」旨が英語で
記されていました．ホテルに戻った後に調べてみると
品川区のウェブページに説明があり，1870年代に品
川の大森貝塚を発見した考古学者・動物学者のエド
ワード・シルヴェスター・モース博士がメイン州ポート
ランド市出身だそうで，その繋がりで大森貝塚発見
から約100年を記念し，1984年に品川区とポートラン
ド市は姉妹都市となったそうです．その後，1989年
にポートランド市内の旧郵便局跡地に公園を作るこ
とになった際に，姉妹都市締結5周年を記念して品
川区から丸型郵便ポスト2つが記念に贈られ，その
後今に至るまで公園に設置されているとのことでし
た．日本でも見かける機会が少なくなった赤い丸型
ポストを遠く離れたアメリカの地で見つけ，しかもそ
れは日本の考古学の基礎を築いたモース博士にちな
み贈られた36年前のプレゼントということで，旅先で
少し心が温まる発見でした．今後も出張などで国内
外を旅する機会には，旅の思い出となる様な，ちょっ
とした発見にも期待したいなと思います． (編集幹事 
野津翔太)
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